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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

　福岡空港の対応方策については、施設の能力などハード面での検討とは別に、空港がもたらす地域の社会経済的な役割や効果を

調査し、地域の方向性を踏まえた空港の将来像を明らかにした上で、地域が求める対応方策について検討することが必要です。

　ここでは、国内外の社会経済の潮流の変化に対する福岡空港と地域の現状と課題を踏まえ、九州・山口地域における拠点として

の福岡空港の社会経済的な役割や効果等について整理します。

　福岡空港と地域との幅広く多面的なつながりを調査するにあたって、視点や論点をより明確に示していくために、地域の対象を「東

アジア」、「九州・福岡都市圏」、「空港周辺地域」の３つに階層化し、詳細に分析を行いました。

各検討テーマの対象となる地域イメージ

東アジア

北米

EU

その他
九　州

検討テーマ1
〈東アジアの中の福岡空港〉

検討テーマ2
〈九州の中枢都市機能を
　支える福岡空港〉

検討テーマ3
〈福岡空港と空港周辺地域〉

福岡空港の現状と課題の整理（3つの検討テーマの設定）

福岡空港

その他

九州

中部

関東

関西
福岡都市圏

福岡空港

福岡都市圏

空港周辺

福岡空港

調査のフロー

●検討テーマ1 〈東アジアの中の福岡空港〉

●検討テーマ2 〈九州の中枢都市機能を支える福岡空港〉

マクロ経済的な
視点から見る 1.東アジアと九州の社会的経済的な関係

4.東アジアにおける交通体系の動向

2.東アジアとの
　多彩な人の交流

3.東アジアとの
　多様なモノの交流

具体的な旅客・
貨物の流れを見る

交流を支える
インフラ・ネット
ワークを見る

九州・福岡の
中枢機能を見る 1.九州の中枢都市機能を持つ福岡の拠点性

4.地域と全国を連携する交通体系の動向

2.国内での多彩な
　人の交流
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●検討テーマ3 〈福岡空港と空港周辺地域〉

歴史の中から
見る 1.福岡空港と空港周辺地域のこれまでの歩み
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　貢献
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東アジアと九州との社会経済的な関係

現状1
　世界経済の中で成長する東アジア経済圏

現状2
　成長する東アジア経済圏との結びつきを強める日本経済

現状3
　成長する東アジア経済圏との結びつきを強める九州経済

課題1
　九州経済の活性化のためには、成

長する東アジアを重視した国際

展開が必要です。

東アジア
域内における

FTA、EPA等

経済連携の拡大

欧州（EU）
域内経済

連携の強化と

域外への拡大
北米

（NAFTA）
域内経済

連携の強化と

域外への拡大

☆世界経済は、北米、欧州と東アジアにおいて三極化が進んでおり、特に東アジアについては、人口、経済、貿易について、今後も飛躍

的な伸びが予想されています。

☆北米のNAFTAや欧州のEUでは地域間の経済連携が進み、さらなる発展が促進されている中で、日本は欧米重視一辺倒から東ア

ジアとの経済的な結びつきの強化に転換しています。特に、九州経済は、歴史的、地理的に東アジアとの結びつきが強く、近年急速

にその関係が増してきています。

★これらの現状に対し、九州経済が今後国際的に競争力を持ち、更に活性化していくためには、世界の中でも特に成長が見込まれ、か

つ、歴史的、地理的優位性を持つ地域として東アジアとの関係の強化が不可欠であり、今後とも国家間の経済連携の動向を見据え

て国際展開を進めていく必要があります。

■世界経済の三極化と日本・九州との関係の考え方
現状の結びつき

将来に向けた方向性
日本経済、

九州経済にとって
東アジアを重視した
国際展開が必要

以下、「東アジア」を次の国・地域として定義する。

…日本、中国、台湾、香港、韓国、フィリピン、ベトナム、ラオス、カンボジア、タイ、ミ

ャンマー、マレーシア、シンガポール、インドネシア、ブルネイ

日　本
（東京一極集中）

九州

自立した地域として

直接的な関係強化が

必要かどうか？

地域としてのさらなる経済

連携の強化が必要である

その他
（ロシア、インド、アフリカ、

中南米、中東）

☆：現状　★：課題　

現状1　世界経済の中で成長する東アジア経済圏

現状2　成長する東アジア経済圏との結びつきを強める日本経済

■各経済圏のGDPの割合

■九州と全国のアジア度比較 ■直近の10年間のアジア度比較

　世界の将来人口では、アジア地域での大きな伸びが見込まれ

ています。（2000年→2050年、アジア人口1.5倍）

　GDPの世界シェアでは、北米、欧州と東アジアで85%、うち

東アジアは22％を占めています。

　九州とアジアとの関係を全国と比較すると（九州のアジア度）、あらゆる指標において高く、10年前とアジア度を比較しても増加傾向

が見られ、九州とアジアの関係が深まっています。

　近年、日本経済は、東アジアの中で

特に中国及びASEANとの間におい

て結びつきが強くなっています。

　また、日本以外の中国、NIEs、

ASEAN間の結びつきが非常に大きく

なっていることにも留意する必要が

あります。

資料）国土交通省「二層の広域圏を支える広域的な交通体系」

貿易総額（各国・地域輸出合計）

3,331億ドル

資料）総務省統計局「世界の統計2004」より2001年データ
　　　東アジアは、日本、中国、NIEs、ASEAN4
　　　NAFTAはアメリカ合衆国、カナダ、メキシコ

資料）九州経済産業局「九州アジア国際化レポート2003」

輸出額

輸入額
49.0

75.465.8

44.1

海外輸出件数在留外国人数

国際線数

外国人入国者数
アジア度：世界各国に対する数値のうち、対アジアの占める割合（％）

現状3　成長する東アジア経済圏との結びつきを強める九州経済

1991年 2001年

九州（1992年）

九州（2002年）

92.9

89.0

69.2 34.7

91.7

88.1

92.6 52.8

輸出額

輸入額
49.0

75.455.0

43.5

海外輸出件数在留外国人数

国際線数

外国人入国者数

九州（2002年）

全国（2002年）

66.3
74.0

55.1
48.1

91.7

88.1

92.6 52.8

貿易総額（各国・地域輸出合計）

7,028億ドル

単位：億ドル 単位：億ドル

資料）2003年度通商白書
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2000年 2010年 2020年 2030年 2040年 2050年

10.000
9.000
8.000
7.000
6.000
5.000
4.000
3.000
2.000
1.000

0

60億人

54億人

93億人

37億人

アフリカ
ヨーロッパ
中南米
北米
オセアニア
アジア

将
来
予
測
人
口（
百
万
人
）

■各地域の人口予測

アジア人口1.5倍に増加

人口1.5倍に増加

1）東アジアの中の福岡空港
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現状4
　東アジアを中心に海外展開が進む九州企業

現状5
　東アジアを見据え、海外企業が進める九州展開

課題2
　九州企業の海外展開と海外企業

の九州展開をサポートする国際

空港機能の充実が必要です。

☆日本企業の海外進出は、近年、東アジア方面において急速に伸びており、特に、九州企業の海外進出は、全国に比較して東アジアの比重

が高くなっています。

☆海外企業の日本進出は諸外国に比較して少なく、日本国内においても九州への進出の比重は非常に低い状況です。また、アジア企業の

九州への進出は、欧米企業に比べまだ低くなっています。

★これらの現状に対し、九州経済の発展のためには、九州企業の東アジアを中心とする海外展開と幅広い海外企業の九州展開を促進し

ていく必要があり、これをサポートしていくためには、海を隔てた各国・各地域間を直接結ぶ国際空港機能の充実が必要です。

■九州企業の海外展開と海外企業の九州展開の考え方

☆：現状　★：課題　

現状4　東アジアを中心に海外展開が進む九州企業

現状5　東アジアを見据え、海外企業が進める九州展開

東アジア

北米（NAFTA）
欧州（EU）

現状の結びつき

将来に向けた方向性

九州企業の海外展開と

海外企業の九州展開を

サポートする国際空港

機能の充実が必要

〈企業等インタビュー〉
●中国などのアジアでの商品の買

い付けや欧米での見本市参加な

どで、常時誰かは国外にいるとい

う状況です。　（福岡本社の企業）

〈企業等インタビュー〉
●本国と九州との間で経済面での交流が進んでおり、毎年、経済交流会

議や展示会などが行われ、これによって、企業間での交流が一層進ん

でいくでしょう。

　九州はアジアに近く、これまで東京中心であった本国企業の進出も九

州が注目されるでしょう。　　　　　　　　　　　　　（外国公館）

九州

東アジアを見据えた欧米企業の九州

展開と九州企業の欧米を含む世界展

開も促進することができないか。

発展する東アジアを見据え、今後は

東アジアからの企業進出も促進し、

双方向の連携強化が必要である。

欧米を中心とした海外企業

の九州進出が進んでいる。

海外企業の九州進

出は欧米が中心

九州企業の東アジアを中心

とした海外進出が進んでいる。

■日本企業の海外現地法人数の推移

■対内投資額の推移 ■投資母国別対内直接投資

■九州と全国　地域別の企業の進出（2002年）

　九州企業の海外進出を全国と比較してみると、東アジアの比

率が高くなっています。

　日本企業の海外進出は、1990年代以降、東アジア方面におい

て急速に進みました。

　日本への対日投資は、近年急速に伸びていますが、投資母国は欧州や北米が中心であり、まだアジア諸国からの投資は低い状況です。

資料）九州経済産業局「九州アジア国際化レポート2003」資料）経済産業省「我が国企業の海外事業活動」

■対九州投資母国の内訳

　国の対日投資プログラムにより、北部九州の自治体が連携し

て東アジアを中心に対日投資を推進しています。

　海外企業の九州進出は、全国的な傾向と同様に欧米が中心で

あり、東アジアの比率はまだ低くなっています。

先進的対内直接投資推進事業（H15年度）
「福岡県、北九州市、福岡市、山口県、下関市」
　アジアに近く、国際空港や港湾等のインフラが
整備され、ITや自動車関連産業の集積する地区特
性を生かし、シンガポールを越えるアジアのビジ
ネスハブを目指す。

資料）九州経済産業局「九州アジア国際化レポート2003」
2000年までの外資比率1／3以上の企業

資料）対日投資会議「第17回専門部会」（2002.10）資料）財務省「対内直接投資報告・届出実績」
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資料）国土交通省「航空政策を展望する」（2004.6）

ウランパドール

モンゴル

※新チヤン（シンチヤン）
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資料）WTO（世界観光機関）による予測（2001年）
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4.1％
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2.8％
北米

4.4％
全世界

ICAOによる世界の航空需要予測
（国際・国内計）

（2002～2015年の年平均増加率）

福岡空港

長崎空港

熊本空港

大分空港

宮崎空港

鹿児島空港

（単位：万人）
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397百万人

14.1％ 19.4％ 25.4％

国際旅行者
到着数

うち
東アジア

・太平洋地域

東アジアとの多彩な人の交流

現状1
　伸びゆく国際航空旅客

現状2
　変化する日本の国際航空

旅客と福岡空港

課題1
　社会事情に左右されながらも、増大する東アジアとの旅客流動

に対応していくことが必要です。

課題2
　日本の中で、九州地域が主体性を持って東アジアとの交流を深

めるための窓口(ゲートウェイ)として国際空港機能の充実が必

要です。

☆世界の航空旅客輸送は、過去20年間で年平均5.5％、特に東アジアでは7.6％伸びており、今後とも伸びが予想されます。

☆日本の国際航空旅客は、米国の同時多発テロやSARSの影響で一時的に落ち込みましたが、その後回復しており、今後は、世界の傾向

と同じように、伸びていくことが予想されます。

★これらの現状に対し、変化する社会事情に左右されながらも、今後の伸びが予想される世界の航空需要は、中でも増大する日本と東

アジアとの旅客流動に適切に対応していくことが必要です。また、九州地域の今後の持続的な発展のため、独自性と主体性を持って東

アジアとの人の交流を深めていくためには、東アジアへのゲートウェイとして、国際空港機能の充実が必要です。

■我が国の国際航空旅客の予測

■世界の航空需要予測（国際・国内計）

■日本渡航ビザ発給対象地域■日本渡航ビザ発給対象地域

■国内・国際線旅客の推移（対2000年同月比）

■九州の主要空港における国際旅客数の推移■わが国の空港の国際線旅客数（2002年）

☆：現状　★：課題　

現状1　伸びゆく国際航空旅客

　国際民間航空機関（ICAO）による2002年～

2015年にかけての需要予測においても、世界の

航空需要は、アジア太平洋地域を中心に今後も

大きく伸びていくことが予想されます。

　2000年（H12）現在、アジア地域内での航空旅

客輸送は欧州を大きく上回っています。今後は、

アジア地域内及びアジアと北米間の国際航空旅

客の増大が予想されます。

現状2　変化する日本の国際航空旅客と福岡空港

　近年、米国の同時多発テロやアジアのSARSにより一時的に国際航空旅

客が減少しましたが、その後、急速に回復しています。

　福岡空港の国際線旅客数は、2002年（H15）には年間約230万人と成田空港、関西空港、名古屋空港に次いで４番目で、九州の空港の

国際線旅客数の大半が福岡空港利用です。

　中国に対する

ビザ発給対象地

域は拡大し、対象

人口が３億７千万

人になっています。

世界の航空旅客輸送で特に東アジアの

伸びが著しい中で九州と東アジアの将

来の旅客輸送を考える必要がある。

我が国の国際航空需要は

社会情勢に左右されなが

らも今後の伸びが予想さ

れる中で福岡空港の将来

の国際旅客輸送を考えて

いく必要がある。

うち福岡空港

228万人（4.7％）

九州の他空港

28万人（0.6％）

資料）日本航空機開発協会「2003年度民間航空機関連データ集」

※関西国際空港開港以前は大阪国際空港における旅客数を示す。

地方空港493万人（10.2％）
名古屋空港401万人（8.3％）
関西国際空港
1,044万人（21.7％）
新東京国際空港・東京国際空港
2.878万人（59.7％）

観光立国の実現
1,652万人、264億ドル※

アンバランス

524万人、35億ドル※

（2002年）　※（2001年） 資料）世界観光機関（ＷＴＣ）資料

資料）国土交通省「航空に関する懇親会資料」

（万人）

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

2010年に訪日外国人旅行者数を
倍増の1,000万人に

成田開港
（Ｓ53.5）

関空開港
（Ｈ6.9）

アメリカ同時多発テロ
（Ｈ13.9）

旅客数合計
4,816万人

需要予測値
6,750万人

需要予測値
8,660万人

Ｓ45 50 55 60 Ｈ1 5 10 14 24（年度）19

資料）国土交通省
空港管理状況調書
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資料）国土交通省航空局「国際航空旅客動態調査2001年」

資料）福岡空港内でのアンケート調査（2004.1）
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2.　地域の視点から見た福岡空港

台湾

韓国

その他

その他
アジア
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空
港

全
空
港

東アジア77.5％

東アジア50.4％
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～
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～
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～
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～
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70
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平成13年
平成15年

ｎ＝3053

仕事
29.8％

その他1.3％
無回答0.1％

観光
59.3％

私用
9.4％

現状3
　観光・コンベンションで進む人の

交流

現状4
　産学官で進む人の交流

現状5
　市民レベルで進む人の交流

課題3
　九州地域の一体的な発展を促す観光・コンベンション施

策の実施が必要です。

課題4
　幅広い旅客ニーズに対応した利便性の高い航空ネットワ

ークの形成による国際的な人の交流の促進が必要です。

☆観光産業は地域経済の牽引役として重要で、訪日外国人の増大を目指した地域観光戦略が具体化しつつあります。　　　　　　

★これからの地域経済を発展させる重要施策として、九州地域が一体となった観光・コンベンション施策の実施が必要です。

☆九州と東アジアとの間では、産学官連携や貿易、投資、産業技術等、幅広い分野の国際交流が進んでいます。また、市民レベルにおい

ても国際イベントや団体活動を通じた草の根の国際交流が進んでいます。

★この現状に対し、多種多様な分野の幅広い旅客ニーズに対応していくため、利便性の高い航空ネットワークの形成を更に促進してい

くことで、国際的な人の交流をしっかりサポートしていくことが必要です。

■福岡空港での日本人出国先内訳

■福岡空港での日本人の出国目的内訳
■東アジアを中心に進む人の交流に対する考え方

■九州７県への

　入国外国人数

　の推移

☆：現状　★：課題　

現状3　観光・コンベンションで進む人の交流

現状4　産学官で進む人の交流

　九州への入国外国人は、アジア通貨危機の1998年(H10)に減少しまし

たが、その後は増加傾向が続いています。

　九州と東アジアの間では、産学官が連携した貿易や投資、産業技術などに関する交流会議等が設置され、情報交換や人材交流・育成な

ど、地域間での交流拡大が進んでいます。

　また、国際協力や国際連携においても外国公館や政府関係機関を通じて、様々な活動が展開されています。

　福岡空港からの日本人出国者の行き先は東アジア方面

が約78％と全空港に比べて高くなっています。

　また、出国目的は観光が約６割で最も多く、次いで仕事

が約３割となっています。

資料）法務省
「出入国管理統計年報」

■九州・山口

　地域居住者

　の海外出国

　者層の状況

　（年齢別）

　年齢別の海外出国者数は、20歳代と50歳代が特に多く、近年、高齢者

の出国の増加が見られます。

　　　　　　　　　　　　　資料）法務省「出入国管理統計年報」

〈企業等インタビュー〉
●九州への工場などの誘致で、今後

ビジネス利用が増えてくれること

を期待しています。

（海外航空会社）

〈企業等インタビュー〉
●本学への留学生は大半が中国から

ですが、今後は、韓国や欧米からも

増やしていきたい。　　　　（大学）

〈企業等インタビュー〉
●近年、特にアジアから訪れる人が

増加しており、韓国や台湾をはじめ

中国からの利用者も増加傾向です。

　　　　　　　　　　（旅行社）

九州の東アジアへの地理的

優位性を生かす

東アジアの経済発展に伴う

○訪日外国人（インバウン

　ド需要）の増大への対応

○福岡に立地する大学、行

　政機関、経済団体等によ

　る幅広い分野の国際交流

　の進展

○イベントや草の根交流で

　進むアジアとの親近感

福岡空港を中心として

韓国・中国を中心とした東アジアの

日帰り交流圏の形成に必要な国際

航空輸送の充実

九州において

訪日外国人の増大を目指した地域

観光戦略による九州の一体的な活

性化

国）ビジットジャパンキャンペーン

地域）九州観光戦略

○環黄海経済・技術交流会議

○九州・韓国経済交流会議

○九州・中国産業技術協議会

○九州・ＡＳＥＡＮ産業交流事業　等

○国際連合ハビタット福岡事務所

○国際協力機構（JICA）九州国際研修センター

○アジア太平洋都市サミット

○各国の外国公館等外国政府関係機関　　等

現状5　市民レベルで進む人の交流

　広くアジア・太平洋地域を対象とした国際イベントの開催や国際交流を支援する団体の活動が行われ、市民レベルでの人の交流が進ん

でいます。

○アジアマンス

○アジア太平洋こども会議・イン福岡○

（財）福岡国際交流協会

○（財）福岡県国際交流センター

○福岡国際関係団体連絡会（FUKU－NET）

　等

観光・コンベンションで進

む人の交流

●訪日外国人の増大

産学官で進む人の交流

●経済・技術交流

●国連ハビタット

●アジア太平洋都市

　サミット　　　　　など

市民レベルで進む人の交流

●アジア太平洋こども会議

●アジアマンス　　　など

今までは

日本企業・日本人観光を中心とした

国際交流（一方通行、限定的）

将来は

多種多様な幅広い国際交流

の広がり（双方向・重層化）

幅広い旅客ニーズに対応した
利便性の高いネットワークの形成による、

国際的な人の交流の促進が必要

2.　地域の視点から見た福岡空港
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NAFTA
3ヵ国

米、加、墨

AFTA
ASEAN10ヵ国

インドネシア、マレイシア、
フィリピン、シンガポール、
タイ、ブルネイ、ベトナム、

ラオス、ミャンマー、カンボジア

MERCOSUR
4ヵ国

アルゼンチン、ブラジル
パラグアイ、ウルグアイ

SAPTA
インド、パキスタン、
バングラデシュ、

スリランカ、ネパール、
ブータン、モルディヴ

EU
15ヵ国

東方へ拡大

ラテンアメリカ
へ拡大

FTAA
(2005年目標）

NAFTA:
人口　4億1,100万人
GDP　11兆1,000億米ドル

中国:
人口　12億6,600万人
GDP　1兆800億米ドル

日本:
人口　1億2,600万人
GDP　4兆7,600億米ドル

EU:
人口　3億7,600万人
GDP　7兆8,370億米ドル

ASEAN:
人口　5億4,800万人
GDP　6,460億米ドル

ACP-EU
パートナーシップ協定
アフリカ、カリブ海等の
旧植民地諸国約70ヵ国

日-シンガポール
新時代経済連携協定

（2002年11月30日発効）

中国ASEANFTA
（10年以内実施）

日韓FTA
（共同研究会で検討）

交渉中交渉中

日墨EPA（実質合意）

フランス、ドイツ、イタリア、ベルギー、イギリス
オランダ、ルクセンブルグ、スペイン、

ポルトガル、ギリシャ、アイルランド、オーストリア、
スウェーデン、フィンランド、デンマーク

EU-メキシコ
EU-メキシコ

日・ASEAN包括的経済連携
　（10年以内に実施）
日・タイEPA（交渉中）
日・フィリピンEPA（交渉中）
日・マレイシアEPA（交渉中）
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

2000年

293万t

144万t

2007年予測

386万t

194万t

2012年予測

481万t

251万t

49.1％ 50.3％ 52.2％

日本発着の
国際航空貨物

うち
アジア方面

資料）国土交通省資料
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アジア
60.5％

北米
21.7％

EU
15.9%

中南米
0.7％

太洋州
0.5％

福岡空港
48.4％

関西空港
23.1％

アジア
北米
EU

40.0％
3.5％
0.9％

アジア
北米
EU
その他

8.6％
7.4％
6.7％
0.4％

九州7県積出航空貨物
金額24,867百万円
（全国比　8,0％）

アジア
70.6％

北米
20.2％

EU
6.5%

太洋州
0.6％

九州7県取御航空貨物
金額8,023百万円
（対全国比3.4％）

福岡空港
63.7％

アジア
北米
EU
大洋州
その他

58.8％
2.1％
1.4％
0.5％
0.9％

関西空港
16.2％

アジア
北米
EU
その他

8.8％
3.4％
3.3％
0.6％

成田空港
19.1％

アジア
北米
EU
その他

14.1％
2.8％
1.6％
0.6％

北米
その他

0.6％
0.1％

鹿児島空港
0.7％

EU
その他

0,2％
0.1％

小松空港
0.3％

成田空港
28.5％

アジア
北米
EU
中南米
その他

10.8％
8.3％
7.9％
0.7％
0.8％

現状1
　躍進する世界の航空貨物輸送

現状2
　日本においても比重が高まる国

際航空貨物と福岡空港

課題1
　東アジアを中心として増大する国際物流に対応してい

くことが必要です。

課題2
　日本の中で九州の産業、経済の競争力を高めるためには、

国際物流拠点として、国際空港機能の充実が必要です。

☆世界の航空貨物輸送は、WTO、FTA等の経済連携の進展などにより、1993年に約560億トンキロ／年だったのが、2003年には約

1037億トンキロ／年と、過去10年間で２倍程度伸びており、日本における取扱量も増加傾向にあります。

☆九州内における国際航空貨物については、その大半を福岡空港が占めています。

★これらの現状に対し、九州においては地理的に近い東アジアを中心として、地域内の経済連携等の環境変化を見据えながら、増大する

国際物流に対応していくことが必要です。

　また、今後東アジアとの関係において、九州の産業、経済の競争力の向上のためには、日本の西に位置する国際物流拠点として、国際空

港機能の活用、充実が必要です。

■世界の主要な
　地域貿易協定
　の動き

☆：現状　★：課題　

現状2　日本においてもウェイトが高まる国際航空貨物と福岡空港

現状1　躍進する世界の航空貨物輸送

我が国の国際航空貨

物需要は、今後の伸

びが予想される中で、

福岡空港の将来の国

際貨物輸送を考える

必要があります。

■我が国の空港の輸出入額　 ■九州の主要空港における国際貨物取扱量

■九州を起終点とする国際航空貨物の流れ

（九州からの積出貨物）

　福岡空港の国際航空貨物の取扱量は、全国シェアは小さいものの、成田、関空に次いで国内３番目です。また、九州内では福岡空港が大

半を占めており、その取扱量は社会情勢に左右されながらも増加傾向にあります。

　九州を起終点とする国際航空貨物の輸送は、福岡空港の利用が約半数を占めていますが、成田、関西空港の利用も多くなっています。

また、貨物の取り扱い方面は、積出・取卸ともにアジア方面が過半を占めています。

資料）国土交通省「空港管理状況調書」

資料）九州経済産業局「九州アジア国際化レポート2003」において、財務省関税局「輸出入貨物の物流動向調査（2002年9月1日～7日）」を基に編集

資料）2004年版製造基盤白書

■我が国の国際航空貨物のアジア方面比率の予測

世界の航空貨物輸送の中で特にアジアの伸びが大きくなっています。

東アジアとの多様なモノの交流

〈企業等インタビュー〉
●物流の効率化から輸出品は福岡空港に集

約しており、福岡工場、大分工場および山口

工場で製造した製品を福岡空港から中国、

韓国、ヨーロッパ等に輸出しています。　　

　　　　　　　　　　　　（IT関連企業）

〈企業等インタビュー〉
●海外工場で生産した製品を毎日、宮崎の工場に輸送しています。通常

は福岡空港で輸入通関しトラックで工場まで運んでいますが、福岡路

線がデイリー便（毎日運航便）でないことや貨物需要に対して貨物ス

ペースが少なく、スペース等を確保できない等の理由で関西空港経

由にならざるを得ない状況にあります。　　　　（物流企業）

（九州への取卸貨物）

日本とアジア地域との地域貿易協定

締結の交渉が進んでいる。

●2002.11シンガポールと経済連

携協定発効

●韓国やASEANと協定締結に向け  

た交渉が本格化
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資料）税関「2003年全国港別輸出入総額順位表」

（単位：億円）
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A国
1日

2日

3日

日本

福岡空港

B工場

A工場

A空港
生産
ラインへ

福岡空港

B工場
生産
ラインへ

A工場

A空港

A工場

A空港

福岡空港

B工場
生産
ラインへ

現状3
　九州の産業を支える航空輸送

現状4
　高度化する物流を支える航空輸送

現状5
　多様な市民生活を支える航空輸送

課題3
　企業の国際物流機能と連携した利便性の高い物流シス

テムの形成のために、国際航空ネットワークの充実が必

要です。

課題4
　九州・福岡、東アジアにおける市民生活をさらに豊かに

するために、付加価値の高い国際航空輸送の活用が必要

です。

☆福岡空港の貿易額は１兆円を超え、そのうち機械機器類(半導体電子部品や映像機器など)が大半を占めています。

　九州の半導体産業は出荷額で全国の約２割を占めるなど九州のリーディング産業となっており、近年、中国や韓国との水平分業が進

み、欧米とともに特に東アジアとの国際貨物輸送が重要になっています。

☆近年、製造業では高度なロジスティックス管理を導入し、ジャストインタイムでの製品物流の実現に向けた取り組みが活発になってお

り、航空輸送の役割が重視されてきました。

★これらの現状に対し、九州の製造業と東アジアの生産拠点との迅速な流通をサポートする利便性の高い物流システムの形成のために

は、工場と空港間の陸上の高速交通網とも連携した国際航空ネットワークの充実が必要です。

☆国際航空輸送により新鮮な魚介類や果物などが輸送され、九州や東アジアの市民の多様な食文化を育んでいます。

★この現状に対し、九州の特産品の新たな消費地としての東アジア、また、東アジアの特産品の消費地としての九州で、それぞれの市民

生活をさらに豊かにするために、新鮮で高品質の商品が迅速に届くため、付加価値の高い国際航空輸送の活用が必要です。

■国際航空貨物への対応の考え方

☆：現状　★：課題　

現状3　九州の産業を支える航空輸送

現状4　高度化する物流を支える航空輸送

現状5　多様な市民生活を支える航空輸送

■福岡空港の輸出・輸入額の品目別構成比　福岡空港の貿易額は１兆60億円(2003年)と

なっており、輸出も輸入も３／４が「機械機器類（半

導体電子部品や映像機器など）」で占められてい

ます。　

■福岡空港のイチゴ輸出量 ■福岡空港のサクランボ輸入量　福岡空港を通じて、台

湾からウナギが空輸され

たり、香港へイチゴや高

級魚を空輸するなど、新

鮮な食品が輸送されてお

り、九州やアジアにおけ

る多様な食文化を育んで

います。

資料）福岡空港税関支署「貿易概況」

資料）財務省「貿易統計」資料）財務省「貿易統計」

〈企業等インタビュー〉
●全般的に福岡空港発のベリー便は常に貨物で

埋まっており、航空会社に頼んで貨物を載せて

もらっています。　　　　　　　　　（物流企業）

〈企業等インタビュー〉
●日本から半導体の材料を中国、タイ、香

港、台湾、フィリピンなどに輸出し、加工

して日本に戻しています。（物流企業）

■ジャストインタイムの物流システムの事例　九州と韓国、中国、ASEANとの間で、半導体電子部品等による水

平分業が進んでいます。

　製造業では高度な物流管理を導入し、ジャストインタイムでの製

品物流の実現に向けた取り組みが活発になっていることから、航

空貨物輸送の利用が増加しています。こうした企業の取り組みに

対応し、物流業においても高付加価値物流への取り組みが始まっ

ています。

〈企業等インタビュー〉
●海外で加工した部品は、毎日、福岡空港経由で当社の鹿

児島工場に届いており、ジャストインタイムに近い生産

体制を構築しています。　　　　　　（IT関連企業）

〈企業等インタビュー〉
●SARS等の影響で旅客需要は減少したが、貨物需要は変化しません

でした。福岡空港では旅客便が減少したため、アジア向けの貨物に

ついて仁川や成田経由に切り替えるなど苦労しました。（物流企業）

東アジアを中心として高

度化する国際物流を支え

ていく航空貨物輸送

高速性
利便性
を重視

東アジアとの水平

分業の進展

新鮮な魚介類や野

菜等

半導体産業は九州

のリーディング産

業

企業の国際物流機能の強化と
豊かな市民生活の実現を支える
国際航空ネットワークが必要

九州の東アジアへの地理的優位

性を最大限活かす

●鮮度を活かす

鮮魚、生鮮野菜、高級果物等新

たな流通の創造

●リードタイムの短縮を活かす

北部九州の企業立地と地域内

交通体系と連携

●背後圏の生産地・生産拠点を

活かす

背後圏となる地域産業の振興

九州の産業・

経済を支える

モノの交流

多様な市民

生活を支える

モノの交流
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輸出額（2003年） 輸入額（2003年）

機械機器
75.7％

化学製品
9.3％

再輸出品
7.6％

雑製品4.4％
原料別製品1.7％ 食料品等0.7％

原料別製品
1.2％

その他0.3％

総額
7,197
億円

機械機器
78.7％

化学製品
3.7％

雑製品
10.5％

食料品等3.0％
その他2.9％

総額
2,862
億円
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（国内便）

羽田

福岡

ロンドンヒースロー

ロンドンガトウィック

フランクフルト

シャルルドゴール

JFケネディ

ニューアーク

ソウル

0 100 200 300（席）
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世界平均

西欧

北米
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0.0

国際競争力の維持・発展

（結果としての東京一極集中）

歴史的・地理的特徴を生かした地域が

主体となる国際競争力の充実

（東京一極集中への対応）

現状1
　進化する世界の航空ネットワーク

現状2
　変化する世界の航空事情

課題1
　今後増大する東アジアの人やモノの交流に対応するた

めには、東アジアを中心とした世界の主要都市とを結ぶ

国際航空ネットワークの充実が必要です。

課題2
　日本のなかでも優れた国内・国際航空ネットワークを持

つ福岡空港の国際拠点機能の活用・充実が必要です。

☆世界の国際航空輸送の中でも、特に増加の著しい東アジアにおいて、今後航空ネットワークの拡大と高密化が見込まれています。これ

に伴い、東アジア各国では大規模な国際空港が整備されるとともに、日本においても三大都市圏を中心に国際拠点空港の整備が行わ

れています。

★この現状に対し、今後とも増大していくことが見込まれる、日本・九州と東アジアとの人やモノの交流に対応するためには、九州におい

ても東アジアを中心とした各国の主要都市とを結ぶ国際航空ネットワークの充実が必要です。

☆国際航空において、テロやSARS等の社会問題の発生で短期的に需要が落ち込みましたが、世界的な運賃の低下、新たな格安航空会社

の東アジアでの設立などによって利用者のすそ野が広がることが予想されます。

★この現状に対し、日本の中でも西の拠点となる空港として、東アジアを中心とした国際航空ネットワークと全国を幅広くネットワークし

ている福岡空港が持つ国際拠点機能の活用と充実が必要です。

■国際航空ネットワークを考える視点

☆：現状　★：課題　

現状1　進化する世界の航空ネットワーク

現状2　変化する世界の航空事情

東アジアにおいて急

速に進む大規模国

際空港整備

遅れを取り戻す日本

の三大都市圏の国際

空港機能の拡充

九州（西日本）の国際交流拠点

である福岡空港の持つ国際交

流ネットワークの活用と充実

■欧州及びアジア域内の航空旅客流動

■主要空港の１便あたりの平均座席数

　世界の国際航空輸送の増加に伴い、EU統合で航空の自由化が進んだ欧州においては高速鉄道網の充実とともに各国間の航空ネット

ワークが高密化しています。今後、各国間の経済連携が進む東アジアにおいても海を隔てる主要都市間では特に航空ネットワークの充実

が進むと考えられます。

　日本は海外に比べ大型航空機による輸送比率が高

いが、今後、東アジア・日本の国際空港整備により、小型

多頻度化も予想されます。

資料）日本航空機開発協会「2004年度民間航空機関連データ集」

US cent／有償旅客キロ
■実質航空運賃の推移

　世界の航空運賃は低下傾向が続いてきました。今後の動向に注視して

いく必要があります。

東アジアにおける交通体系の動向

〈東アジアの中の『日本』の視点〉 〈地域ブロックとしての『九州』の視点〉

社会・経済のボーダーレス化

●WTO、FTA、EPA等経済連携

●所得の増加と意識の多様化

●観光の拡大

各国における国際航空ネットワークの充実 既存の国際交流基盤の活用・充実

世界の航空事情の変化

●航空の自由化

●小型多頻度化

●航空運賃の低下

●テロ、SARS等の

　社会問題の発生

急速な発展が

予想される

東アジアと連携

九州地域の活性化

世界的な国際航空輸送の拡大 地域における東アジアを中心とした

国際航空需要の取り込み

海を隔てる主要都

市間では特に航空

ネットワークの充

実が進む。

欧州域内航空旅客流動

9,200万人

圏域人口：3.8億人
圏域面積：280万m2

アジア域内航空旅客流動

5,400万人
圏域人口：18.5億人
圏域面積：1300万m2

等縮尺

3百万人～4百万人

2百万人～3百万人

百万人～2百万人

4百万人以上

資料）福岡は国土交通省「航空輸送統計年報」（2002）
他空港はOAG date by BANK INFO(CY2002)

資料）国土交通省「新しい国のかたち「二層の広域圏」を支える総合的な交通体系」
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瀋陽

ソウル

釜山

ホノルル

済州

青島

上海

マニラ
シンガポール

クアラルンプール
バンコク

ホーチミン
シティ

ケアンズ
デンパサール

グァム

台北
石垣

香港

広州
桂林

成都

西安

大連北京

那覇

北京首都国際空港

シンガポール
チャンギ国際空港

羽田空港

関西国際空港

仁川国際空港 成田国際空港

広州新白雲
空港

上海浦東国際空港

福岡空港

中部国際空港

（名古屋空港）
台北中正国際空港香港国際空港

クアラルンプール
国際空港

第2バンコク
国際空港

2436万人
1994人

1881万人

1551万人

1504万人
（旧白雲空港）

1514万人

2709万人

1745万人
3018万人
（現バンコク空港）

2466万人

1408万人

980万人

6288万人

2654万人

16

福岡空港

新千歳空港

仙台空港

新潟空港

成田国際空港

羽田空港

名古屋空港

関西国際空港

那覇空港

広島空港

岡山空港

凡例 東アジア方面への路線数

うち毎日運航の路線数

5

5

5

30

31

22

16

196

4

4

2
2

2

2

2

2

2

9
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現状3
　日本・東アジアの国際空港整備と国内・国際が

連携した航空ネットワークを持つ福岡空港

現状4
　新たな局面を迎える東アジアの高速交通体系

現状5
　高速交通ネットワークの要としての福岡空港

課題3
　新たな東アジアの高速交通体系を見据えた

九州・福岡の国際高速交通体系の確立が必

要です。

課題4
　九州・福岡の国際拠点機能を高めるためには、

福岡空港が持つ地域内高速交通体系との密

接な連携を活用していくことが必要です。

☆福岡空港は、成田、関空、名古屋に次ぐ国際航空のネットワークを有しており、東アジアの大規模な拠点空港を始め、中国国内の主要都

市とを結んでいます。

☆東アジアでは、新幹線や高速船などの新たな高速交通体系の整備が進んでおり、これに伴う圏域人口の増加や新たな航空路線の展開

が見込まれます。

★これらの現状に対し、東アジアで新たに進む高速交通体系の整備を見据え、この地域で増加する交流人口に対応していくために九州・

福岡における国際高速交通体系の確立が必要です。　

☆福岡空港は東アジアに近い地理的条件を備え、鉄道・道路等地域内の高速交通ネットワークに支えられ、全国の主要都市、地方都市と

の間の国内線と東アジアの主要都市とを結ぶ国際線を持つ航空ネットワークの要として幅広い地域の需要を満たしています。

★この現状に対し、東アジアとの交流の拡大を受け止め、九州・福岡の国際拠点機能を高めるためには、福岡空港を軸に地域内と密接に

ネットワークされた陸上の高速交通体系との密接な連携を活用していくことが必要です。

■国際航空ネットワークにおける福岡空港の持つ交通結節機能の考え方

☆：現状　★：課題　

現状3　日本・東アジアの国際空港整備と国内・国際が連携した航空ネットワークを持つ福岡空港

■東アジアの主要空港の整備状況と旅客数　福岡空港は、欧米方面への直行路線はなく、国

際線旅客数は他の国際空港に比べ少ないものの、

東アジア方面への路線数は多くなっています。

　また、東アジアの主要な国際ハブ空港（仁川、

台北、香港、バンコク、シンガポール等）とのネッ

トワークを持つとともに、その他の主要都市との

ネットワークも合わせ持っています。

〈企業等インタビュー〉
●欧米への出張は見本市な

どでたまにある程度です。

（福岡本社の企業）

●本社だけでなく九州支社

からも営業で欧米へ出張

しています。

（福岡支社の企業）

●欧米路線が新設されれば

欧米が身近で便利になり

新たな需要が掘り起こさ

れるため、ぜひ欧米路線

が欲しいと考えています。

　　　　　　（旅行社）

■日本の主要空港における
　東アジア路線の現状

　福岡空港は、国内主要都市と東アジアの主要都市を結ぶ

国内・国際航空ネットワークが形成されており、我が国に

おける東アジアとのゲートウェイ機能の一部を担っていま

す。

〈企業等インタビュー〉
●搭乗率は上昇傾向にあると考えており、本国か

らの福岡路線を早期に増便させる方向で検討し

ています。

●本国から福岡への路線については早々にデイリ

ー化したいと考えています。

　（海外航空会社）

〈企業等インタビュー〉
●特定の近距離路線については、山陽新幹線の利

用で姫路以西では関西空港よりも福岡空港に利

用者が流れているようです。

●四国からの乗り継ぎは、本路線に間に合わない

ので、かなり関西空港を利用しているようです。

　（海外航空会社）

〈企業等インタビュー〉
●日本への乗入枠の有効活用を考えると、

東京、大阪、名古屋、福岡などの需要の

見込める路線に注力したいと考えてい

ます。　　　　　　　　（海外航空会社）

その他の東アジア

の主要都市との直

行路線の充実

欧米路線を

どう考えるか。
全国との充実し

た国内航空ネッ

トワークの活用

が必要

福岡空港の持つ地域内

高速交通体系との密接

な連携の活用が必要

福岡空港

資料）ACI（国際空港評議会）集計、各空港HPより作成

資料）JR時刻表（2004/11）より作成
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東アジアの主要な

国際拠点空港との

連携の強化

現在使用中の滑走路
現在整備・計画中の滑走路
2003年の旅客数（当時の空港名）
（同機乗り継ぎ旅客は1人と計算）
（記号一個＝500万人）



中国

西安

成都

桂林

広州

08年北京オリンピック

北京

天津

瀋陽

大連

青島

南京
上海

台北

高雄香港

台湾

ハウステンボス10年上海万博

ソウル

釜山

済州

鹿児島

福岡

北朝鮮

韓国 日本

大阪

USJ

東京ディズニー
リゾート

八戸

05年ディズニーランド開業

東京

主要拠点都市

その他主要都市

高速鉄道（計画を含む）

高速船・フェリー

飛行機
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
北海道東北

関東
北陸甲信越

東海
近畿

広島県
山口県

その他の中国・四国
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県

南九州沖縄
無回答

0.4%
2.4%
0.3%
0.7%
1.0%

8.3%
7.5%

1.8%
46.8%

3.3%
5.9%

9.5%
6.2%
6.1%

0.0%

ｎ＝3053

Ｎ＝2678

JR＋タクシー 1%
新幹線＋タクシー
4%

航空機
7％

自家用車、
公用車、
社用車等　35％

貸切・観光バス
3％

路線バス
6％

空港直行バス
13％

路線バス＋地下鉄　2％
私鉄＋地下鉄　1％

JR＋地下鉄　6％

新幹線＋地下鉄　4％

地下鉄
8＋13＝21％

タクシー
10＋5＝15％

現状4　新たな局面を迎える東アジアの高速交通体系

■福岡空港国際線出国者の居住地　

■環黄海経済圏の高速交通体系

■地域のブロック化と福岡の拠点性についての考え方

■福岡空港国際線利用者のアクセス状況

　東アジアでは、特に中国、台湾、韓国などで、高速鉄道や高速船などの新たな高速交通体系の整備が進められ、域内において、これらの

高速交通を利用した旅客・貨物輸送が急激に増加することが予想されます。

現状5　高速交通ネットワークの要としての福岡空港

　福岡空港国際線において、日本人出国者を対象に2004年1月に実施したアンケート調査結果によると、利用者は福岡県・九州域内だ

けでなく中・四国等広く西日本地域に広がっています。また空港へのアクセスは新幹線や飛行機など多彩なアクセス手段が利用されてい

ます。

資料）九州経済調査協会作成資料

資料）福岡空港内でのアンケート調査（2004.1）

〈環黄海経済圏で進む高速交通体系の整備による空港のあり方〉
●韓国や台湾の新幹線の開業は、それぞれの航空需要の後背圏を拡大させるとともに、韓国の金浦空港や台湾の松山空港での

国内航空路線の減便や廃止、近距離の国際線など新たな路線開設の可能性も生まれます。

　このように、各国で進む高速交通体系の整備は、航空需要のすそ野を広げるとともに空港のあり方を変えていく可能性があま

す。

福岡空港国際線の

出国者の約２割は

中国・四国地域から

2）九州の中枢都市機能を支える福岡空港

九州の中枢都市機能を持つ福岡の拠点性

現状1
　地方分権と地域ブロック化

現状2
　拠点機能を高める福岡

課題1
　少子高齢化の中で、生活水準を維持向上させるためには九

州が自立し地域の競争力と魅力を向上させていくことが必

要です。

課題2
　地方分権の流れのなかで九州が活性化するためには、福岡

が持つ拠点性の活用と充実が必要です。

☆国内においては、少子高齢化社会への進展で投資余力の減少が懸念されます。引き続き国際競争力を保持し、持続的な発展をするた

めには、各地域ブロックにおいて地方分権を生かし、国際的な競争力や魅力を高め、それぞれの地域ブロックが潜在力を最大限に発

揮していく必要があります。

★この現状に対し、少子高齢化の傾向が著しい九州において、地域経済を活性化して、豊かな市民生活を維持向上させるためには、九州

が自立・連携し、地域の競争力と魅力を一体的に向上させていくことが必要です。

☆各地域ブロックの中心となる都市圏の拠点性を見ると名古屋圏に迫っており、札幌・仙台・広島の各圏域と比較すると様々な面で上回

っています。

★この現状に対し、地方分権の流れのなかで、今後、九州が自立し、発展していくためには、九州内で拠点性を持つ福岡が全国において

更に競争力と魅力を高めていく必要があります。

☆：現状　★：課題　

ライフスタイルの変化

●少子高齢化

●人口減少

地方分権と地域ブロック化

●地域の広域連携と自立の促進　

●地域の競争力・魅力の向上

●自然との共生と環境・エネルギー問題等、国際的な課題に対する協調

九州ブロックにおける経済発展・生活水準の向上

●域内広域連携への移行（道州制への動き）　

●九州内で拠点性を持つ福岡の競争力の向上

国家・地域の地位の変化

●日本の国際的な競争

　力・魅力の低下の懸念

●東京一極集中

グローバル化、IT化の進展

●東アジアとの

　交流拡大

●テロ事件やSARS等

　の影響

循環型社会の到来

●地球環境問題

●エネルギー問題

社
会
の
動
き

広
域
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
の
動
き

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題



III 福岡空港の現状と課題 III福岡空港の現状と課題

054 055III-2-2 III-2-2

2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

区 分

面 積

人 口

世 帯 数

小 売 年 間 販 売 額

卸 売 年 間 販 売 額

1人あたり商業販売額

小 売 業 売 場 面 積

事 業 所 数

社 会 増 減 数

福 岡 都 市 圏

2,146

2,946,264

1,180,884

3,316,731

14,255,890

6,007

3,543,172

141,151

11,085

単位

km2

人

世帯

百万円

百万円

千円

m2

カ所

人

区 分

東 京 圏

関 西 圏

名 古 屋 圏

福岡北九州圏

中枢管理領域

19.55

9.82

2.63

1.80

情 報 領 域

20.55

6.28

2.01

1.67

国際交流領域

14.35

14.12

4.50

4.70

教育文化領域

20.26

11.43

3.83

2.25

医療福祉領域

20.14

12.64

3.79

3.16

商業サービス領域

20.32

12.28

3.58

2.47

広 島 都 市 圏

3,335

1,964,760

810,492

2,087,934

8,047,125

5,158

2,268,921

87,537

1,611

仙 台 都 市 圏

3,237

1,806,997

681,102

2,026,506

7,968,757

5,531

2,101,271

84,369

1,054

札 幌 都 市 圏

3,253

2,418,568

1,100,110

2,815,655

8,655,589

4,743

2,549,260

99,120

11,197

　 備 　 考 　

2002年

2003年住民基本台帳

2003年住民基本台帳

2002年商業統計

2002年商業統計

2002年商業統計

2002年商業統計

2001年

2002年度

資料）国土交通省「二層の広域圏を支える総合的な交通体系」（2004.3）

VIII

I

II

III

IV

V

VI

VII

IX

2000年人口（万人）

570

940

4,770

1,350

2,460

580

420

1,480

130

1000

1999年度高速道路利用交通量の起終点
調査より、最大流動先の都市圏を算定

最大流動
相互に最大流動

現状1　地方分権と地域ブロック化

■都市圏での経済指標比較
（大都市圏との比較）

（地方中枢都市圏との比較）

■交通流動から見た地域ブロックの状況
地域（山口含む）の交通流動

■福岡市の高次都市機能の現状

　交通流動から見た広域的な交流圏は、九州地域において、九州７県と山口県の最大流動先は福岡県となっており、福岡県を中心とした

地域ブロックの形成が見られます。

　地域ブロックの人口は約1,500万人となっており、全国でも関東、近畿に次いで３番目で、中部地域ブロックを上回っています。

現状2　拠点機能を高める福岡

 都市圏単位での都市機能の集積度を見てみると、福岡都市圏は、札幌・仙台・広島と比較すると、ほとんどの指標で最も高い数値となって

います。

資料）「21世紀の国土構造と国土政策」

※集積度指数は標準化された数値で０が全国平均を表す。
資料）国土庁計画・調整局「都市機能の集積・分布とその分担・利用関係に関する調査」（1999年2月)よりUFJ総合研究所作成

※各都市圏は通勤依存率５％以上のエリア
　資料）西日本新聞社「九州データブック2004」

現状3
　高次都市機能が集積する福岡

現状4
　首都圏との結びつきが強い福岡

現状5
　地方都市との結びつきが進む福岡

課題3
　九州の窓口としての福岡が持つ高次都市機能を活用、

発展させることが必要です。

課題4
　九州の活性化のためには、福岡が持つ三大都市圏及

び地方都市との結びつきを維持発展させることが

必要です。

☆福岡市は、地方中枢都市として、広域ブロックを対象とする行政、経済、学術・文化等の中枢的機能が集積しています。

★この現状に対して、九州の窓口としての福岡が、九州の今後の発展を目指していくためのけん引役として、現在ある高次都市機能を更

に活用、充実させていくことが必要です。

☆福岡の経済は支店経済と言われ、三大都市圏との連携が特に強い地域ですが、地方都市との直接的な結びつきも強くなってきていま

す。また、地方企業による地方間の関係も進んでおり、地方間の直接の交流も重要となっています。

★これらの現状に対し、九州と全国との間で双方向の交流が進み、九州全体が活性化していくためには、福岡が持つ三大都市圏及び地

方との結びつきを維持発展させることが必要です。

☆：現状　★：課題　

経済中枢機能

●全国企業支社

●地元企業本社

国際交流機能

●領事館等

中央・地方政府機

能

●国の出先機関

●県庁・市役所

学術・研究機能

（人材育成機能）

●国公私立大学

●国公私研究所

高
次
都
市
機
能

そ
の
他
都
市
機
能

市
民
生
活
と

自
然
環
境

広域取引機能

　卸売・金融　等

高度消費サービス機能

　小売・消費サービス

知識財生産機能

　知識財・情報

物的生産機能

　工業・建設業

高度公共サービス機能

　医療・福祉・文化

運輸・通信機能

　航空・海運・鉄道・バス・通信

生活基盤

　上下水道・廃棄物処理施設

運輸・通信基盤

　空港・港湾・鉄道・道路・通信

市民生活

自然環境

豊かな自然環境に囲まれ、高次都市機能を中心として、様々な都市機能が集積する福岡

福
岡
空
港
の
現
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と
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題
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単独
38％

本所8％

支所
54％

単独
53％

本所8％

支所
39％

単独
27％

本所
19％

支所
54％

単独
35％

本所
18％

支所
47％
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2.　地域の視点から見た福岡空港

福岡市 札幌市 仙台市
（支所等の所在地）

名古屋市 広島市

10
（千カ所）

8

6

4

2

0
福岡市 札幌市 仙台市

（支所等の所在地）
名古屋市 広島市

250
（千人）

200

150

100

50

0

大阪府本所
東京都本所

大阪府本所
東京都本所

事業所数

従業者数

北海道

137

2,565

宮城県

118

2,561

東京都

830

16,460

愛知県

248

5,031

大阪府

533

9,530

■支店経済社会と都市・地域間交流経済社会の考え方について

　支店経済社会の時代は、大都市圏との連携と九州の中枢拠点機

能や大都市圏を通じた階層的な地域連携でした。

　都市・地域間交流経済社会の時代になると、福岡本社・支社機能

の拡充、地方都市との連携や海外展開など双方向の直接的な地域

連携へ進みます。

■九州における主な国の出先機関

現状3　高次都市機能が集積する福岡

■福岡市と全国の事業所数及び従業者数の構成比比較

事業所数(福岡市)  事業所数(全国) 従業者数(福岡市) 従業者数(全国)
　福岡市の事業所について単

独、本所、支所の構成比を全国

と比較すると、事業所数、従業

者数ともに本所の割合は同程

度ですが、支所の割合が高く、

支店経済の特徴を持っています。

資料）総務省　事業所・企業統計調査（2001年）

■事業所（会社）本所等の所在別事業所数と従業者数

（事業所数） （従業者数）

　支店都市機能について他の

主要都市と比較すると、東京、

大阪に本所を置く事業所の支

所等の配置において、福岡市は、

事業所数では名古屋市より多く、

従業者数では名古屋市に次い

で多くなっています。

　主な国の出先機関について、

九州の各都市と比較すると、福

岡市には数多くの行政機関が

設置されており、その多くは北

部九州や九州一円を管轄して

います。

資料）総務省　事業所・企業統計調査（2001年）

福岡市 熊本市

内閣府

総務省

法務省

財務省

国土交通省

経済産業省

厚生労働省

農林水産省

環境省

司法機関

九州管区警察局、福岡防衛施設局、人事院九州事務局

九州管区行政評価局、公取委事務総局九州事務所

福岡高等検察庁、福岡法務局、福岡入国管理局

九州公安調査局、福岡矯正管区

福岡財務支局、福岡国税局

九州地方整備局、九州運輸局、九州地方測量部

福岡航空交通管制部、福岡管区気象台

九州経済産業局、九州産業保安監督部

九州厚生局、福岡検疫局、中労委九州地方事務所

九州漁業調整事務所

九州地区環境対策調査官事務所

福岡高等裁判所

内閣府

総務省

財務省

農林水産省

熊本防衛施設局

九州総合通信局

九州財務局、熊本国税局

九州農政局、九州森林管理局

北九州市

国土交通省

財務省

農林水産省

九州運輸局（海事）、第七管区海上保安本部

門司税関

門司植物防疫所、動物検疫所門司支所�

長崎市

財務省

国土交通省

長崎税関

長崎海洋気象台

鹿児島市

国土交通省 第十管区海上保安本部

現状4　首都圏との結びつきが強い福岡

■福岡空港利用に関する企業アンケート（社員）調査結果

■福岡県に本所等がある事業所（会社）の支所等の状況

■福岡空港と路線のある自治体へのアンケート調査結果

　福岡市内の企業の首都圏との結びつきは強く、2003（H15）年に実施した福岡市内企業の社員アンケート調査によると、仕事を目的と

する旅行の約半数が関東方面で、利用交通機関は大半が航空機となっています。

　福岡空港との間に航空路線が就航している

各地方自治体へのアンケート調査によりますと、

多くの自治体が福岡との結びつきを重視して

おり、特に観光客の誘致や市民の交流などに

おいて重要であると考えられています。

現状5　地方都市との結びつきが進む福岡

　福岡では首都圏以外の地方都市との結びつきが進んでおり、福岡本社の企業の県外への進出状況では、九州以外における支所に北海

道や宮城県にはそれぞれ約２,600人、愛知県には約5,000人の従業者数がいます。

（単位：カ所、人）

資料）総務省　事業所・企業統計調査（2001年）

資料）福岡空港調査委員会実施アンケート調査（2004年度9月実施）

資料）福岡空港の地域・経済等への影響調査（アンケート調査編）（2003年3月新福岡空港調査会）

〈企業等インタビュー〉
●東京への機能集約で一部の部

署では人数が減りましたが、逆

に東京本社からの往復回数は

増加しています。今後も東京を

中心に人の行き来は増えてい

くでしょう。　（福岡支社の企業）

●今後も営業の中心が東京で、東

京への出張者が増えるでしょう。

（福岡本社の企業）

●多くのバイヤーが、取引先の展

示会や商品交渉等を目的に東

京を中心に出張しています。

　　　　（福岡本社の企業）

〈企業等インタビュー〉
●福岡空港を利用して頻繁に全国に行き

来していますが、東京以外にも3～4割

が札幌、仙台、沖縄などにいっています。

（福岡本社の企業）

2.　地域の視点から見た福岡空港

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題

東

ア

ジ

ア

バンコク 北京

シンガポール 大連

クアラルンプール ソウル

釜山ジャカルタ

ホーチミン マニラ

上海台北

香港

欧 米 欧 米

福岡 広島 仙台 札幌

バンコク 北京

シンガポール 大連

クアラルンプール ソウル

釜山ジャカルタ

ホーチミン マニラ

上海台北

香港

福岡

広島 仙台 札幌

大阪・名古屋・東京 大阪・名古屋・東京

東

ア

ジ

ア

0 1000 2000 3000 4000 5000

沖縄

南九州

四国

中国

近畿

東海

北陸甲信越

関東

東北

北海道 109

71

4504

73

273

1220
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123

1660

654

回／年

（仕事目的による方面別旅行回数） （仕事目的による航空分担率）

0 20 40 60 80 100

沖縄

南九州

四国

中国

近畿

東海

北陸甲信越
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北海道 98.1

100.0
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99.8

84.6

60.3

2.8

64.2

84.5

99.7

0％ 100％50％

47％

96％

44％

78％

25％

0％

地元の企業の福岡
進出にとって重要

福岡地域からの観光客
の誘致にとって重要

地元の特産物の
輸送にとって重要

地域間の様々な市民
交流にとって重要

その他

あまり重要ではない

ｎ=55
複数回答
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〈日本の総人口の推移予測（中位・高位・低位）〉

資料）人口問題研究所HP

14,000
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6,000

4,000

2,000

0
1990 1992 1994 1996 1998 2000 2004 2006 2008 2010 2012（年）
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9,198
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12,700
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9.666万人

その他の路線利用者
6,297万人

2002

福岡～九州内利用者
157万人

九州内空港
（福岡空港以外）

利用者
1,641万人

福岡空港利用者
1,728万人

■今後の国内航空旅客輸送と福岡空港の考え方について

〈国内航空旅客輸送量予測〉

資料）国土交通省「交通政策審議会航空分科会資料（2002）」「航空輸送統計」

国内での多彩な人の交流

現状1
　伸びてきた国内航空旅客

現状2
　変化する日本の国内航空旅客

課題1
　今まで培ってきた幅広い国内旅客流動を維持発展していく

ことが必要です。

☆国内航空旅客は、社会情勢等の影響を受け、短期的な停滞も見られますが、長期的に見ると、増加傾向が続いおり、他の交通機関の輸

送量の伸びを上回っています。また、福岡空港の利用者数は、全国と同様増加傾向を示しており、九州内においては、全体の利用者の

半数を占めています。

★これらの現状に対し、全国の国内航空輸送の将来需要について増加していく予測がされる中で、将来の少子高齢化も踏まえながら、

福岡空港が今まで培ってきた幅広い国内旅客流動を今後とも維持発展していくことが必要です。

☆：現状　★：課題　

我が国の国内航空旅客需要は社会情勢に

左右されながらも今後の伸びが予想され

る中で、少子高齢化も踏まえながら、福岡

空港の国内旅客輸送を考える必要がある。予測 実績 第７次空整予測

現状1　伸びてきた国内航空旅客

■福岡空港における利用者の状況の推移

■輸送機間別の輸送人キロの推移　わが国の国内旅客輸送について、

各輸送機関別での輸送人キロの

推移を比較すると1987年（S62）

を100とした推移は、航空輸送

が最も大きな伸びを示しています。

　これは、国内の多様な人の広

域交流を航空輸送が大きく伸ば

しています。

現状2　変化する日本の国内航空旅客

　福岡空港における利用者の状況を見ると、利用目的では観光目的が、利用者では高齢者と女性の割合が年々増えています。

資料）数字で見る航空2003

資料）国土交通省　航空旅客流動調査

■九州の主要空港における国内線乗降客数の推移　福岡空港の利用者数は、2000

年（H12）には1,700万人を超え、

九州内の各空港の利用者数の約

半数を占めています。

　また、増加数についても、九州

の主要空港の中で最も大きくな

っています。

資料）国土交通省　空港管理状況調書

〈企業等インタビュー〉
●全国的にみて、50歳以上のいわゆるア

クティブシニアと、30歳代の女性が旅

行需要を牽引しています。　　（旅行社）

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題
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■地域のブロック化と福岡の拠点性についての考え方

現状3
　観光・コンベンションで進む人の交流

現状4
　ビジネス（企業、行政機関等）で進む人

の交流

現状5
　市民レベルで進む人の交流

課題2
　九州経済全体の活性化につながる観光・コンベンシ

ョン施策の強化に対応していくことが必要です。

課題3
　高齢化、多様化する国内旅行のニーズへ対応した

国内航空ネットワークを形成していくことが必要で

す。

☆福岡で近年に大規模な都市型集客施設の開業やコンベンション施設の整備などが進んだことで、福岡への観光客は近年増加傾向を

示しています。

☆福岡に企業の本・支店が集中することにより、三大都市圏や九州域内でのビジネスの交流が盛んで、経済が停滞する中においても、フ

ェイストゥフェイスの交流は活発です。

☆人々の国内旅行のニーズは多様化しながら年々高まっています。旅客の属性を見ると女性や高齢者の増加が見られ、少子高齢化社会

が進む中においても、市民レベルでの人の交流は進むものと考えられます。

★これらの現状に対し、今後も、観光、業務、文化活動など人々の旅行目的が多様化していく中で、これらのニーズに的確に対応していく

ため利便性の高い国内航空ネットワークの形成を進めていくことが必要です。

★また、九州経済全体の活発化のためには、地域経済の波及効果が大きい集客産業の拡大が必要で、観光、コンベンション施策の強化が

具体化しつつあり、それらへの対応が必要です。

☆：現状　★：課題　

福岡空港を中心として

高度化・多様化する国

内旅客のニーズへの対

応が必要

九州・福岡において

九州経済全体の活性化

につながる観光・コン

ベンション施策への対

応が必要

ビジネスで進む人の交流

旺盛なビジネス需要が国内航空需

要を収益面も含め下支え

福岡・九州を拠点とする新

たな産業立地、企業活動が

期待される。

観光・コンベンションで

進む人の交流

国内航空の自由化による航空料金

の低下・サービス向上による国内

航空利用者のすそ野が拡大（広域化）

北海道や沖縄に観光客を奪

われる中で九州観光の活性

化による地域への経済効果

が期待される。

市民レベルで進む人の交流

余暇時間の増大・ライフスタイル

の変化に伴い、文化、スポーツ等様々

な市民交流（活動）が拡大（広域化）

地域の文化的な魅力の向

上が期待される。

支
店
経
済
社
会
か
ら
都
市
・
地
域
間
交
流
経
済
社
会
へ
の
移
行

〈企業等インタビュー〉
●IT化によって情報交換が容易になっていま

すが、商談などはフェイストゥフェイスが基

本であり、今後も人の行き来は増えていく

でしょう。　　　　　　（福岡支社の企業）

〈企業等インタビュー〉
●テレビ会議システムを導

入しましたが、東京などへ

の出張は減ってません。

（福岡本社の企業）

九州・福岡と全国を結ぶ
国内航空ネットワークの

強化が必要

現状3　観光コンベンションで進む人の交流

現状4　ビジネス（企業、行政機関等）で進む人の交流

現状5　市民レベルで進む人の交流

　九州における宿泊客を県ご

とにみると、1990年（H2）以

降に宿泊客が増加しているの

は福岡県だけで、その他の県

はすべて減少傾向にあります。

資料）九州経済調査協会「九州経済白書（2003）」

■九州の入込観光客1人当たりの観光消費額

■福岡に立地している事業所における出張頻度

■九州各県別宿泊観光客の推移
1990年＝100とする 1990年＝100とする

　福岡市を中心として様々なスポーツ・文化活動が行われており、人の交流が拡大・広域化しています。

　九州への宿泊観光客数は横ばいの状況で、1

人あたりの観光消費額も全体的に低下傾向にあ

るため、全体の観光消費額は伸び悩んでいます。

　福岡県に立地している企業では、九州におけ

る幅広い統括機能を担って、東京や九州域内に

おける人の動きが非常に活発になってきています。

注）右表で佐賀県の1990年は年度。鹿児島県は県外宿泊客。

各県で集計方法が異なるため、県間の単純比較はできませ

ん。 資料）日本観光協会「全国観光統計」、各県観光統計

（単位：円、％）

資料）新福岡空港調査会「福岡空港の地域・経済等への影響調査（アンケート調査編）」（2003年3月）

●演劇　博多座…1999年（H11）に開業した博多座は、西日本有数の演劇専用の劇場。

　　　　福岡シティ劇場…1996年（H8）に開業した複合商業施設「キャナルシティ博多」に設置されました。

●プロ野球・サッカーJリーグ…全国各地への移動を繰り返すプロ野球やJリーグは、航空機を中心とした利便性に優れた福岡をホー　

　　ムタウンとし、地域の魅力を高めています。

●コンサート…アクロス福岡やマリンメッセ福岡などの大規模なホールが整備され、海外の著名な音楽家などの福岡公演が催される　

　　など、世界の多様な文化に親しむ機会が増えました。

〈企業等インタビュー〉
●ビジネス旅行は、今後とも減少する要

因はないため増加傾向は続いていくと

考えています。将来的にはビジネス利

用の比率をあげていきたいと考えてい

ます。　　　　　　　（国内エアライン）
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17.7％
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衣類・身の回り品5.6％
産業機械5.5％
食料工業品5.5％
水産品4.7％

化学工業品4.0％

精密機械3.6％
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◆
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■
＊

×

★

電機機械
21.8％

水産品
20.5％

野菜･果物
15.3％

日用品
13.9％

産業機械
9.7％

化学工業品
3.8％

その他機械
4.4％ その他

10.6％

（千トン）
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206
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165
131
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広
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鹿
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屋

関
西

伊
丹

那
覇福

岡
新
千
歳

羽
田■我が国の国内航空貨物輸送量の予測

資料）国土交通省「交通政策審議会航空分科会資料」

国内での多様なモノの交流

現状1
　増加する国内の航空貨物輸送

現状2
　国内物流において比重が高まる航空貨物

課題1
　国内物流において増大する航空貨物へ

の対応が必要です。

☆全国の空港の航空貨物取扱量は増加傾向が続いており、福岡空港においても同様の伸びを示し、全国で3番目の貨物取扱量となって

います。

☆輸送機関別の国内貨物輸送トンキロを比較すると、1975年（S50）以降では航空が著しく伸びています。

★これらの現状に対し、国内物流において、速くて利便性の高い航空貨物輸送は、今後も増加していくことが見込まれます。その中で、充

実した国内航空ネットワークを持つとともに、利便性の高い道路、鉄道等のフィーダー輸送機能を持つ福岡空港において、増大する国

内航空貨物への対応が必要です。

☆：現状　★：課題　

我が国の国内航空貨物需要

は今後も伸びが予想される

中で、福岡空港における国内

航空貨物への対応を考える

ことが必要

現状1　増加する国内の航空貨物輸送

■全国の国内航空貨物の品目構成の推移（重量ベース）
(1982年) (1997年)

■全国の空港の貨物取扱量（2002年）

　全国の各空港の貨物取扱量を比較すると、福岡空港

は全国で3番目の取扱量となっています。

現状2　国内物流において比重が高まる航空貨物

　国内航空貨物の品目は、電気機械が増加するとともに、書籍・印刷物、衣服等が大きく増加するなど品目も多様化しています。

■交通機関別　国内貨物輸送トンキロの推移　国内貨物輸送における輸送機関

別（トンキロ）の推移を見ると、

1975年(S50)以降、航空の輸送量

が最も大幅に伸びており、2002年

(H14)には、約6.5倍となっていま

す。

資料）国土交通省「空港管理状況調書」 ■九州の主要空港における貨物取扱量の推移

　福岡空港の貨物取扱量は、近年、停滞傾向にあるものの1989年(H1)以

降、増加傾向を示しており、九州内の国内航空貨物取扱量の大半を福岡空

港が担っています。

資料）国土交通省「空港管理状況調書」

資料）国土交通省「全国貨物純流動調査」

資料）2004年度国土交通白書

〈企業等インタビュー〉
●貨物の取り扱いは、今後、

爆発的に伸びることは期

待していませんが、増加傾

向は続いていくと考えてい

ます。　（国内航空会社）
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博多港

上海港

福岡空港

（機械類）

福岡都市圏
56％

北九州市
3％

その他の
福岡県
13％

熊本県
12％

佐賀県
7％

山口県
6％

長崎県
1％ 宮崎県

0.1％

大分県
2％

その他の
福岡県
1％

熊本県
0.3％長崎県

2％

宮崎県
1％

大分県
1％（水産物）

福岡都市圏
68％

岡山県
0.05％

熊本県
0.1％

山口県
0.01％

（野菜類）

その他の
福岡県
40％

福岡都市圏
31％

佐賀県
15％

大分県
8％

北九州市
6％

佐賀県
14％

山口県
8％

北九州市
5％

18：00

持ち込み

翌日
10：00

到着

博多郵便局
福岡空港

羽田空港
郵便局

切り花、野菜、高級魚

切り花、野菜、高級魚

高級魚

カニ、乳製品

北海道

東京福岡

福岡

■国内航空貨物の考え方

現状3
　地域の産業を支える航空輸送

現状4
　進化する国内航空輸送

現状5
　市民生活を支える航空輸送

課題2
　九州の産業・経済の発展のためには、福岡空港の持

つ国内航空ネットワークの活用、充実と貨物輸送機

能の拡充が必要です。

課題3
　市民生活をさらに豊かにするためには、国内航空

輸送の活用が必要です。

☆九州地域の主要空港の航空貨物は、積出貨物では水産物、野菜や植物等の農産物、機械部品の割合が高く、到着貨物では機械部品、書

類・印刷物、製造工業品の割合が高くなっています。

　九州の主要産業である半導体製造産業等を中心とした製造業や農水産業の出荷が多く、航空輸送が九州の産業を支える一翼を担っ

ています。　

☆水産物や農産物の輸送は、新鮮な状態で全国各地の特産品を味わうことができ、市民の多様な食文化を支えています。

★これらの現状に対し、今後も九州の産業・経済を支え育てていくために、情報化・高度化などより一層の利便性の高い国内物流システ

ムの充実が必要です。それには福岡空港が持つ国内航空ネットワークの更なる活用、充実、更には深夜の時間帯を利用した貨物専用

輸送のあり方の検討が必要です。

★また、全国各地の生鮮品やスピーディな宅配便の利用など、多様なニーズに対応するために、国内航空輸送の活用が必要です。

☆：現状　★：課題　

福岡空港が持つ利便性の高い国内

物流ネットワークの活用・充実

九州・福岡の産業・経済の活性化と

豊かな市民生活の実現

多様化する荷主（企業や個人）

のニーズに対応してIT化や

コスト削減を含めた効率化

が進むなど高度な物流シス

テムの構築が進んでいる。

●企業のSCM（サプライチ

ェーンマネジメント）との

連携

●3PL（サードパーティ・ロ

ジスティクス）による物

流機能の多様化の進展

●通信販売、インターネット

取引など多様なニーズに

対応するスピーディーな

宅配輸送の拡大

○全国各地を結ぶ利便性の高い国

内航空ネットワークの活用・充実

○空港と周辺地域を直接結ぶ高速

道路等のフィーダーネットワーク

との連携

○東アジアを中心とした国際航空ネ

ットワークとの連携

九州の産業・経済と
市民生活を支えるために福岡空港の

持つ航空ネットワークの
活用・充実が必要

九州の産業・経済を

支えるモノの交流

市民生活を

支えるモノの交流

新鮮な魚介類や

野菜等の農林水

産品を全国へ

半導体など九州

の製造業の生産

品の積み出し

全国の新鮮な特

産品を九州・福

岡へ

現状3　地域の産業を支える航空輸送

■福岡空港から発送された製造業製品の荷送人所在地構成

■航空と海運が連携した物流の事例 ■郵便局の「モーニング10」サービスの事例

■全国との間で新鮮な食材などの航空輸送の事例

現状4　進化する国内航空輸送

　福岡空港から発送された国内貨物の品目の構成について見ると、機械で56％、野菜類では31％、水産物では68％が福岡都市圏発と

なっています。また、その他北部九州の各県発の貨物も多くなっています。

〈深夜貨物便〉（新聞報道より）
○佐賀空港では、羽田との間で2004年7月より旅客機の貨物室を利用した深夜貨物便が2往復／日で運航している。2006年1月より貨物専用
機（1往復／日）への置き換えが予定され、新たに中部国際空港との間にも貨物専用機（1往復／日）の就航が予定されている。

○熊本空港でも、羽田との間で2005年7月を目処に旅客機の貨物室を利用した深夜貨物便を1往復／日就航する計画が進んでいる。宅配便や
生鮮食料品などの取扱を見込んでいる。

　迅速な航空輸送のメリットを生かし、陸上輸送や海上輸送だけでは不可能な、新たな輸送サービスが行われています。

現状5　市民生活を支える航空輸送

　航空輸送によって、遠方の食

材などを新鮮なままで食する

ことが可能になりました。

資料）国土交通省「航空貨物流動調査」

〈企業等インタビュー〉
●航空と海運を組み合わせる

ことで、両者のメリットを生

かし、輸送費用と輸送時間を

軽減できます。　　（物流企業）

〈モーニング10〉
●福岡で夕方6時までに博多郵

便局に持ち込むと、翌朝10時

には東京の相手先に届きます。

　福岡と東京や北海道

などとの間で、食材など

がお互いに新鮮なまま

で輸送されています。
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鹿児島

那覇

その他路線数
※年間100万人以上の路線を持つ空港を掲載
　（仙台及び新潟は参考掲載）
※円の大きさは、国内線旅客数の多寡を示す

平成14年度年間旅客数
100万人以上の路線（23路線）
※線の太さは、旅客数の多寡を示す
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1,543万人

9,666万人

312路線

103路線

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

3,000
その他の空港
167万人（10.8％）→2,097万人（21.7％）
伊丹または関西空港
566万人（36.7％）→1,620万人（16.8％）

（万人） （路線）

2,000

1,000

0
S45 H14

東京ー大阪（伊丹・関西）空港
288万人（18.7％）→748万人（7.7％）

羽田空港
522万人（33.8％）
　　　↓
5,201万人（53.8％）

多極化

羽田への
集中

羽田空港利用者合計
810万人（52.5％）
　　　　　↓
5,949万人（61.5％）

旅客数は約6倍、路線数は約3倍に

■国内航空ネットワーク構造の変化（S45年度→H14年度）

空港名 供用予定 摘要　（将来需要予測）

神戸空港

静岡空港

羽田空港再拡張

横田飛行場

百里飛行場

2006年2月16日

2009年春

2009年

ー

ー

1日の発着回数60回（2010年度）
うち福岡便6回/日

国内線110万人、国際線9万人（開港後10年）
うち福岡便24万人/年

全発着便1.4倍
うち羽田～九州発着便数2.2～2.9万回/年の増加

民間航空利用　国内線
260万人/年（2015予測）

航空需要予測　約81万人（共用化して開港時）
（就航予定路線ー北海道・大阪・福岡・沖縄）

平成9年度の旅客数を1とした場合の旅客数の推移

97 98 99 00 01 02（年度）

1.3
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1.1

1.0

0.9

SKY福岡線に参入
ADO札幌線に参入

SKY鹿児島線に参入
SNA宮崎線に参入

羽田発着路線計

福岡

札幌

宮崎

鹿児島
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102.0

100.0
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86.0

84.0

100.0

94.7

95.7

92.2

95.5

92.4

87.2

幹線計

新規参入のあった幹線路線計
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◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆■ ■

■

■

■
■

■

220

230

240

250

260

270

280 2,700

2,600

2,500

2,400

2,300

2,200

2,100

2,000
96 97 98 99 00 01 02
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線
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1
路
線
当
た
り
の
年
間
平
均
運
航
回
数

路線数の縮小

多頻度化

◆ ■路線数 1路線当たりの年間平均運航回数

注）数字は、航空運送事業者10
社（日本航空、全日本空輸、日本
エアシステム、日本トランスオー
シャン航空、エアーニッポン、日
本エアコミューター、ジャルエク
スプレス、スカイマークエアライ
ンズ、北海道国際航空、スカイネ
ットアジア航空）の合計

■国内航空ネットワーク構造の変化と対応について

現状1
　進む国内航空ネットワ

ークの向上

現状2
　変化する国内航空事情

課題1
　羽田空港再拡張、新規空港整備等による国内航空ネットワーク

の向上による国内航空需要への対応が必要です。

課題2
　航空自由化、新規航空会社の参入等による航空運賃の弾力化、

小型多頻度化等への対応が必要です。

☆日本における国内線の運航便数は、需要の高まりとともに幹線やローカル線ともに大幅に伸びていますが、路線数は近年、減少傾向

が続いており、1路線当たりの運航回数が増加しています。

　また、今後の羽田空港の再拡張による羽田路線の便数の増加、さらに、神戸空港、静岡空港等の新設による路線開設が期待されてい

ます。

☆羽田～福岡線を考えると、近年、格安料金で運航される新規航空会社の参入によって新たな需要が掘り起こされ、旅客数が他路線に

比べ大幅に伸びています。

　日本の航空路線における平均提供座席数は、世界に比べ全般的に多く、特に福岡～羽田路線は最も大きな路線の一つとなっています

が、羽田空港の再拡張によって国内航空における小型多頻度化の可能性が考えられます。

★これらの現状に対し、羽田空港の再拡張や新規空港整備等により、国内航空ネットワークが変化し、福岡空港もその影響を受けること

が予想され、増加が予想される国内航空需要への対応が必要です。

★今後、航空の自由化や新規航空会社の参入等による航空運賃の変化、また、需給ひっ迫の緩和による航空機材の小型化と多頻度化等

への対応について福岡空港においても考えていく必要があります。

☆：現状　★：課題　

航空自由化、
小型多頻度化
等への対応を
考えることが必要

※航空輸送統計年報及び空港管理状況調書より航空局作成
資料）国土交通省「航空政策を展望する」（2004.6）

地域と全国を連携する交通体系の動向

羽田空港再拡張等によ

る国内航空ネットワー

クの向上による国内航

空需要への対応を考え

ることが必要

現状1　進む国内航空ネットワークの向上

■福岡空港への影響が
　予想される主な
　国内空港整備

■羽田空港の新規参入航空会社路線と旅客数

■全国の国内線における路線状況の変化

　羽田空港の再拡張事業をはじめ、福岡空港への就航を予定した国内空港整備が進んでおり、新たな需要が創出されると考えられます。

　1998年(H10)に羽田～福岡路線において、格安料金で運航

する新規航空会社の参入により、新たな需要が掘り起こされ、旅

客数が他路線に比べ大幅に伸びました。

現状2　変化する国内航空事情

　国内線の航空路線は、1997

年(H9)以降、運航便数の増加

と路線数の減少が進み、１路線

当たりの平均運航回数は増加

傾向が続いています。

　航空の自由化を背景とした

収益性の低い離島便を含む地

方路線の減便や廃止について

留意する必要があります。

資料）各空港HP、　
　　　国土交通省
　　　「東京国際空港再拡張に伴う
　　　経済波及効果調査報告書」
　　　（2003.6）

資料）国土交通省
「航空事業の現状と課題」
（2004.2）

　　　　資料）国土交通省「航空事業の現状と課題」（2004.2）

■幹線路線におけるイールドの推移

　新規参入路線においては、他路線に比較してイールド（距離あ

たり運賃収入）が低く、運賃の低廉化が見られ、利用者のすそ野

を広げています。

　　　　　資料）国土交通省「航空事業の現状と課題」（2004.2）

（以下はいずれも平成９年度のイールドを100とした場合のイールドの推移）
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港
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九
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方
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熊本
13％

大分
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都 心
福岡空港が持つ

利便性の活用が必要

大都市
大阪、名古屋、東京

地方都市
中国・四国、東北、北海道等

離 島

九 州

福岡都市圏
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世界の主要都市

九州一円を網羅する
陸上交通のネットワーク

全国との幅広い
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福岡空港
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（幹線）
新千歳便（北海道在住者）

N=40

他福岡県内
8％

佐賀
5％

その他
5％

N=55

（地方都市）
小松便（富山県、石川県在住者）

他福岡県内5％佐賀2％

その他
9％

北九州地区
7％

北九州地区5％

長崎
8％

タクシー+地下鉄 1％
自家用車+地下鉄 1％
路線バス+地下鉄 4％
私鉄+地下鉄 3％

JR+地下鉄
13％

新幹線+
地下鉄 4％

N=9937

地下鉄
23+26=49％

航空機
8％

タクシー
9％

自家用車、
公用車、
社用車等 19％

貸切・観光バス 3％

路線バス 4％

空港直行バス
8％

■国内航空ネットワーク構造の変化と対応について

現状3
　強化される地域内の交通ネットワーク

現状4
　航空輸送と旅客ニーズ

現状5
　高速交通ネットワークの要としての福岡

空港

課題3
　福岡の国内拠点機能の向上のためには、福岡空

港が持つ地域内交通体系との密接な連携を活用、

充実していくことが必要です。

課題4
　多様化する国内旅客ニーズに対応した航空サー

ビスの提供が必要です。

☆九州における、鉄道や高速バスなどの陸上交通のネットワークは福岡都心を中心に形成されており、九州新幹線の開業は福岡市への

利便性を更に強めていくものと思われます。

★この現状に対し、福岡の国内拠点機能の向上のためには、福岡市が持つ九州域内の交通ネットワークと福岡空港が持つ全国との幅広

い航空ネットワークとの密接な連携を活用、充実していく必要があります。　

☆福岡空港における時間帯別の発着回数は、朝から夕刻までの広い時間帯で20回／時を超えていますが、旅客の利用したい時間帯は、

朝と夕に集中しており、旅客ニーズと供給とが必ずしも一致していません。

☆福岡空港は全国との幅広いネットワークを形成しているため、九州の他の空港から就航していない大都市圏以外の地方都市との交通

においては、福岡空港が九州内の幅広い地域からの需要を支えています。

★この現状に対し、今後、目的、時間、方面など一層多様化していく国内航空旅客ニーズに対し、福岡空港においては充実した交通結節

機能を生かしながら、幅広い航空サービスの提供を行っていくことが必要です。

☆：現状　★：課題　

〈企業等インタビュー〉
●九州では交通網が福岡を中心としている関係上、

企画の上では発着のいずれかを福岡空港にす

ることが多くなっています。　　　　　（旅行社）

〈企業等インタビュー〉
●福岡空港は交通アクセス

がよく、これほどの空港

は他にありません。

●どこに行くにもフットワ

ークがよく、地元企業に

とっての強みです。

（福岡本社の企業）

現状3　強化される地域内の交通ネットワーク

■福岡空港における時間帯別離発着回数の推移

■福岡都市圏の交通ネットワーク

　福岡空港における時間帯別の離発着回数の推移を見ると、1991年（H3）には20回を越える時間帯が朝の1時間しかありませんでした

が、2003年（H15）には朝から夕方までに広がりました。

現状4　航空輸送と旅客ニーズ

　福岡市には九州の主要なターミナルが集中しており、こうした

陸海空のターミナルが近接する優位性に着目する必要があります。

　九州新幹線開業前後の航空輸送人員を比較すると、福岡－鹿児島

間では開業後の輸送人員は開業前の約52％にあたる約6万6千人と

なっており、関連する高速交通網整備に留意する必要があります。

資料）新福岡空港調査会「福岡空港の地域・経済等への影響調査」（2003年3月）

資料）JTB時刻表

■九州新幹線開業後の航空需要の変化

資料）国土交通省「航空輸送サービスに係る情報公開」（2004.4～6）

〈企業等インタビュー〉
●東京～福岡路線は9～10

時台に大きな需要のピー

クがあり、それ以外の時

間帯の需要は比較的少い

ようです。

（国内航空会社）

●日帰り出張が可能になる

朝早い便が少ないようで

す。　　（福岡本社の企業）

■福岡空港でのアンケート調査による来訪者の訪問地

　福岡空港での国内線利用者アンケートによると、福岡空港への来訪者の訪

問地は、福岡都市圏が中心となっていますが、北部九州全体に広がっています。

　福岡空港での国内線利用者アンケートによると、

福岡空港までのアクセスには、地下鉄をはじめ、鉄道、

道路等の多様な交通手段が利用されています。

現状5　高速交通ネットワークの要としての福岡空港

資料）福岡空港内でのアンケート調査（2004.1）

■福岡空港国内線利用者のアクセス状況

資料）国土交通省「航空輸送サービスに係る情報公開」（2004.4～6）
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

■福岡空港施設の概要

■福岡空港平面図

■福岡空港敷地割合

現状１　福岡空港のすがた

国土交通省大阪航空局福岡空港事務所「福岡空港の概要」より

資料）福岡市「わたしたちと福岡空港」

総面積
353ha

■1950年頃の福岡空港

国土交通省 福岡空港事務所30年誌より

■1971年の福岡空港

国土交通省 博多港湾・空港整備事務所資料より

■2004年の福岡空港

国土交通省 博多港湾・空港整備事務所資料より

現状２　福岡空港の建設の経緯

現状３　福岡空港の発展と周辺整備

空 港 の 種 類
設 置・管 理 者
滑 走 路
エ プ ロン

ターミナ ル

貨 物ビ ル

駐 車 場

第二種空港（空港整備法）
国土交通大臣
2,800ｍ×60ｍ（1本）
43バース
国内線第1～第3ターミナルビル、
国際線ターミナルビル
国内線貨物ビル、国際線貨物貨物ビル

普通車930台、大型車18台（国内線）
普通車897台（国際線）

市有地
2.9％

私有地
32.4％

国有地
64.7％

福岡空港と空港周辺地域のこれまでの歩み

現状１
　福岡空港のすがた
現状２
　福岡空港の建設の経緯
現状３
　福岡空港の発展と周辺整備

課題１
　地域とともに歩んできた福岡空港の

歴史的背景の理解が必要です。

3）福岡空港の歴史と地域経済・市民生活への貢献

☆福岡空港は、1944年に旧陸軍が民有地を接収して作られ、終戦後も引き続き米軍が接収して板付飛行

場となりました。1972年に米軍から返還され、国が設置・管理する福岡空港となりました。

☆周辺地域の航空機騒音に対し、航空機騒音防止法(*)に基づく騒音対策が実施されるとともに、最高裁判

決で「騒音被害は国の諸対策で軽減されているが、なお受忍限度を超え、人格権が侵害されている。」と

損害賠償請求が一部認容されました。

☆ 地元の協力の下で、ターミナルや地下鉄などの施設整備が進められてきました。

1944(昭和19)年  2月
1945(昭和20)年  5月
　　　　　　　　10月
1950(昭和25)年  5月
　　　　　　　　6月

1951(昭和26)年  4月

旧陸軍席田（むしろだ）飛行場として建設に着手（民有地が接収される）。
席田飛行場完成。
米軍が飛行場接収、板付飛行場となる。
米軍のF86戦闘機が二又瀬に墜落炎上。
朝鮮戦争で板付飛行場は米軍の最前線
基地となる。
現在と同じ2,800ｍの滑走路が完成し、
ジェット機の使用が可能となった。

1951(昭和26)年10月
1961(昭和36)年10月
1968(昭和43)年  6月
1969(昭和44)年  4月
1971(昭和46)年  7月

11月
1972(昭和47)年  4月

1972(昭和47)年  4月

1972(昭和47)年  6月
1974(昭和49)年  4月
1974(昭和49)年  8月

1975(昭和50)年  3月
1975(昭和50)年11月
1976(昭和51)年  3月
1976(昭和51)年  7月
1980(昭和55)年  2月
1981(昭和56)年  4月
1993(平成  5)年  3月
1993(平成  5)年  9月
1994(平成  6)年  1月

1996(平成  8)年  6月

1999(平成11)年  5月

国内線開設（東京～大阪～福岡）
福岡空港に初のジェット機就航
九州大学工学部構内に米軍のF4ファントム戦闘機が墜落炎上。
第1ターミナルビル供用開始。我が国初のボーディングブリッジを設置。
土地引き渡し請求訴訟。
土地引き渡し請求訴訟取り下げ。
米軍より返還。運輸大臣の
設置・管理する空港となる。
航空機騒音防止法による特定
飛行場に指定され、騒音対策       
が実施されることになる。  　　　　 
土地賃貸借契約書及び協定書の締結。　
第２ターミナルビル供用開始。
緩衝緑地帯として整備を行う第３種区域、移転補償を行う第２種区域、
住宅防音工事を行う第1種区域が告示。
山陽新幹線 岡山～博多間開通。東京～福岡線、大阪～福岡線減便。
住宅防音工事開始。
福岡空港騒音公害訴訟が提訴。
福岡空港周辺整備機構が設立。
騒音軽減運航方式開始。
国際線旅客ターミナルビル（第３ターミナルビル）供用開始。
地下鉄乗り入れ。
新第２ターミナルビル供用開始。
福岡空港騒音公害訴訟最高裁判決「騒音被害は国の諸対策で軽減されているが、
なお受忍限度を超え、人格権が侵害されている。」
と損害賠償請求を一部認容。
ガルーダインドネシア航空DC-10型機、
離陸に失敗しオーバーラン後炎上。
新国際線旅客ターミナル供用開始。　　　　

＊公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律
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国際線ターミナルビル

海上保安庁格納庫
県警航空隊格納庫

国内線ターミナル行きバスのりば

駐車場

国際貨物ビル

国内貨物ビル

米軍施設

市航空消防隊格納庫
自衛隊施設

標点

国際線ターミナル行きバスのりば

国際線ターミナル行きバスのりば

高速バスのりば

東門

空港事務所庁舎
管制塔

第１ターミナルビル

駐車場

地
下
鉄
空
港
線

滑走路（2,800m×60m）

第2ターミナルビル

東側エプロン

西側エプロン

第3ターミナルビル

地下鉄福岡空港駅
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

■福岡空港がもたらす効果

■福岡空港による経済波及効果

現状１　福岡空港による経済波及効果

現状２　福岡空港による雇用創出効果

■福岡空港による雇用創出効果

■福岡空港からの輸出・移出

（人）

51,689 32,772 18,717

九州地方 福岡県 福岡市

雇用創出効果

九州地方 福岡県 福岡市

うち運輸・通信業

サービス業

商業

製造業

その他

（うち日本人の観光消費の効果）

（うち外国人の観光消費の効果）

経済波及効果額

税収増加額

7,913 6,555 3,337

3,760 3,286 1,595
2,025 1,829 1,003
285 312 161
509 209 97

1,334 918 480
1,740 1,481 787
231 159 83

829 603 322

(億円)

九州 福岡県 福岡市

6,321 2,145 297

7,591 5,532 1,335

13,912 7,677 1,633

生産地域

輸出貨物価額
（福岡空港輸出総額＝7,197億円）

移出貨物生産額(推計)

合計

(億円)

地域経済と市民生活への貢献

現状１
　　福岡空港による経済波及効果

現状２
　　福岡空港による雇用創出効果

現状３
　　市民の航空利用に貢献する福岡空港

現状４
　　周辺離島の生活路線に貢献する福岡空港

現状５
　　防災・報道に貢献する福岡空港

課題１
　福岡空港が持つ地域への経済や雇用等

への波及効果の大きさを認識すること

が必要です。

課題２
　福岡空港が豊かな市民生活に貢献して

いる現状を認識することが必要です。

☆福岡空港は、九州の中枢都市機能を支え、高次都市機能から市民生活に至るまでの幅広い経済波及効果によって、福岡市内だけでなく、

福岡県、九州の経済に大きく貢献しています。

☆福岡空港は、市民の航空利用や周辺離島等との連携、さらに防災・報道等さまざまな貢献をしています。

★福岡空港が持つ地域への経済や雇用等への波及効果の大きさと、豊かで安全な市民生活への貢献を認識する必要があります。

福岡市

福岡県
九　州
より広域へ

国際交流・地域間交流
●東アジアを中心とした
　国際交流の拡大
●日本各地と結ぶ地域間
　交流の維持発展
●幅広い市民交流

観光振興
●九州経済のカギを握る
　地域観光戦略
●観光がもたらす地域振興

都市再生・まちづくり
●交流人口の拡大による
　都市再生・新たなまちづくり
●都市内の乗換え・交通結節点
　としても機能

防災・国土形成
●地域の防災拠点としての役割
●均衡ある国土形成への寄与

コンベンション・イベント
●賑わいを演出する国際的・
　全国的イベントの開催
●地域への波及効果が期待
　される国際見本市や学会等の
　開催

雇用・税収の拡大
●新産業、国際連携
●新たな雇用の場の提供と所得
　の確保

カルチャー・文化
●日本・福岡の文化の紹介と
　東アジアの多様な文化の理解
●音楽・芸術等の振興

学術・教育
●質の高い研究・学術機関の立地
●修学旅行や留学等、国際的な
　人材の育成

福岡空港が
もたらす効果

高次都市機能から市民生活まで

経済・産業の振興
●利便性の高い航空輸送を
　ベースとした先端産業・
　工場の立地
●航空輸送を活用した
　農水産業の振興

　福岡市の都心に近く、全国の主要都市や東アジアと結ばれた福岡空港は、旅行や物流だけでなく、国際交流、雇用
の創出、防災への貢献などの点で、さまざまな効果をもたらしています。

　福岡空港があることで、航空だけでなく、他の

交通輸送、旅行関連サービスなどの生産活動が地

域において行われています。これらの生産活動に

より誘発される関連産業の生産額、投資・消費の

増加などによる波及効果を算定すると右の表の

ようになります。九州での経済波及効果は年間約

8,000億円と試算されます。

　福岡空港内では、航空会社や物販・飲食店はじめ、

様々な業種の関連事業所において約6,600人が

勤務しており、地域にとって大きな雇用の場を提

供しているといえます。

　また、現状１でみた幅広い経済波及効果による

雇用創出効果は福岡県で約33,000人、九州全体

で約52,000人に及んでいます。

　福岡空港を通じて輸出・移出されるモノは海外

への輸出額が年間約7,000億円、国内他地域へ

の移出額（推計）が年間約8,000億円に及びます。

　移輸出貨物のうち九州での生産額は合わせて

年間約１兆4,000億円に及ぶと考えられます。

☆：現状　★：課題　
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資料）九州経済産業局、福岡県、福岡市作成の2000年産業連関表と
　　　2003年度の福岡空港利用実績などに基づいて算出

資料）九州経済産業局、福岡県、福岡市作成の2000年産業連関表と
　　　2003年度の福岡空港利用実績などに基づいて算出

輸出額は福岡空港税関支署資料による
（ただし、他の税関を経由して福岡空港より輸出される貨物は含まれていない)
移出貨物生産額および各地域別配分額は、
「航空貨物流動実態調査」「輸出入貨物に係わる物流動向調査」
などにより（株）UFJ総合研究所算定
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

2005年1月現在

ジェット路線

プロペラ路線

福岡空港

対馬空港

壱岐空港

佐賀空港

熊本空港

天草空港

長崎空港

福江空港

小値賀空港

上五島空港

5往復
6往復

2往復

3往復

1往復

2往復

2往復

5往復

2往復

0

100

200

300

400

500

0

100

200

300

400

500

600
件数（左目盛り）
運航時間（右目盛り）

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2002（年）

（時間）（件）

地下鉄
18％+49％＝67％

JR在来線
+地下鉄

5％私鉄+地下鉄　２％

路線バス
+地下鉄

8％

自家用車+地下鉄　1％
タクシー+地下鉄2％

空港直行バス1％
路線バス2％

貸切・観光バス1％

自家用車・社用車・
公用車14％

タクシー14％

その他1％

資料）福岡空港国内線でのアンケート（2004.1）
福岡への平日の運行便数（片道）。（　）内は昼間1時間あたりの運行便数。
資料）福岡空港ビルディングHP内の時刻表

天
神

都心部
博
多

地下鉄 152
(8)本

小倉から
バス38(2)本

飯塚から
バス23(1.5)本

久留米から
バス42(3)本

佐賀から
バス29(2)本

J
R

西
鉄

路線
バス網

福岡
空港

航空会社名 スカイマークエアラインズ エアーネクスト スターフライヤー

■福岡空港への公共交通機関　 ■福岡市内発旅行者の空港アクセス

路線・便の
状況

使用機材
及び機数

従業員数

概要

資料の出所

福岡～羽田線　 ９往復
関西～羽田線　4往復
鹿児島～羽田線 ４往復
徳島～羽田線 ４往復

福岡～小松線　2往復
福岡～石垣線　1往復

新北九州～羽田線12往復を予定。
2004年9月の羽田空港発着枠の再
配分では今後の新規参入航空会社
向けとして6往復が留保されている。

1998年9月に福岡～羽田線に3往
復／日で就航。その後、羽田～青森
線等を運航した時期もあったが、現
在は上記4路線を運行するほか、夏
季の那覇～羽田線深夜便を申請中。

ANAグループのANK100％出資の子
会社として2004年8月設立。主な事
業所を福岡空港に置き2005年６月1
日から上記路線を運航するほか、12
月から沖縄関連路線にも就航予定。

新北九州、羽田の間で、約1時間に1
便のシャトル運航を目指す。

B767-300
6機

783名（2004年12月現在）

B737-500
2機

A320
3機

（2006年3月16日新北九州空港開港時）

当面40名程度を予定 270名を予定

同社ホームページ（2005年5月現在）
2005年2月28日ANAプレスリリース
2004年8月5日ANAプレスリリース

同社ホームページ、国土交通省「羽
田空港の発着枠の配分の見直し結果」

　福岡空港では対馬、五島といった離島や天草地域との路線も運航されており、これらの地域と福岡を結ぶ生活路線を維持するだけでな

く、これらの地域と他地域とを結ぶ乗り継ぎの拠点としても利用されています。

　都心に近く、アクセスの利便性が高い福岡空港は市民の航空利用にとって便利なものとなっています。所要時間が短く（博多駅から5分、

天神駅から11分）、運行頻度が高く、定時性に優れ、都心部において他の交通機関とも接続している地下鉄が乗り入れ、その他の多様な交

通機関も選択できる福岡空港は市民の航空利用に貢献しています。

　航空輸送においても規制緩和が進んでおり、1998年にスカイマークエアラインズが

新規参入した福岡～羽田線では、価格競争が促されるとともに利用者の利便性と選択

の幅が増し、利用者が増加しています。　

　新規参入を可能とする環境が、利用者の利便と選択の幅を広げています。

〈企業等インタビュー〉
●新規参入時には枠が今より少なく、スポ

ットやカウンターの場所など課題も多

いようです。　　　（国内航空会社）

■福岡空港及び周辺空港に関係する新規航空会社

■福岡空港と離島・天草便

　福岡空港では福岡市消防航空隊、福岡県警察航空隊、国土交通省九州地方整備局、海上保安庁第七管区海上保安本部のヘリコプターが

運用されており、ヘリポートとしての機能によって周辺地域の安全で安心な生活に貢献しているほか、テレビ局・新聞社の報道ヘリコプター

の利用で、地域への早く正確な情報提供にも貢献しています。

 また、阪神・淡路大震災や新潟県中越地震の直後、被災した他の交通機関に代わって航空機がいち早く代替機能を担い復旧に貢献したこ

とも空港の果たしている役割としてあげることができます。

■福岡消防航空隊におけるヘリコプターの運用状況 ■海上保安本部ヘリコプター

資料）福岡市「福岡空港」関連基礎調査報告書 資料）第７管区海上保安本部ＨＰ

現状4　離島からの航空利用に貢献する福岡空港

現状5　防災・報道に貢献する福岡空港

現状３　市民の航空利用に貢献する福岡空港
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

空港・飛行機

母都市中心駅

空港最寄りIC

都心（公示地価最高点）

新幹線

鉄道

高速道路

佐賀空港
（2,000ｍ）

佐賀駅

小倉駅

新北九州空港
（2,500ｍ）

0 10 20ｋｍ

福岡市への通勤依存率10％圏

北九州市への通勤依存率10％圏

JR鹿児島本線

東九州自動車道
（建設中）

ＪＲ日豊本線

北九州都市高速

九州自動車道

山陽新幹線

福岡市営
地下鉄1号線

大分自動車道

九州自動車道

西九州
自動車道

福岡都市高速

長崎自動車道

長崎本線

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

空港と都市機能には密接な
関わり合いがあることを
認識することが必要。

■福岡空港が都市構造に及ぼしている影響

都心への交通機関が

そのまま空港アクセス

博多駅・高速道路と近接

する空港周辺には、

都市に欠かせない流通・

生産機能が集積している

都市圏の中心に位置し、

都心に近接

空港が周辺都市構造に
及ぼしている影響に
ついての認識が必要。

空港東部においての

市街地形成は比較的緩やか
都心部の建築物への

高さ制限

10ｋｍ 20ｋｍ 30ｋｍ 40ｋｍ10ｋｍ 20ｋｍ 30ｋｍ 40ｋｍ

博多駅
福岡都市高速福岡都市高速

福岡空港
（2,800m）

（上記の重複する地域は高率の色で着色）

　都市と空港との関係について国内外の他都市と比較しました。福岡空港の特徴として、

●福岡都市圏の中心に立地している。

●都心に近接して立地している。

●母都市と周辺都市とを結ぶ交通基盤の結節点にあり、周辺都市からのアクセスがよい。

●鉄道・都市高速道路により都心と直結しており、母都市からのアクセスもよい。

　などの点があげられます。

■都市と空港の関係

都市構造に及ぼしている影響

現状1
　福岡都市圏の中心に位置し、都心に近接した

福岡空港

現状2
　福岡空港周辺に集積する流通・生産機能

現状3
　福岡空港の東部における市街地の形成

現状4
　都心部の建築物への高さ制限

課題1
　福岡空港が都市に近接し、アクセス利便性

が高いことへの認識が必要です。

課題2
　福岡空港周辺の流通機能の集積等の土地利

用を十分認識することが必要です。

課題3
　市街地の拡大や建築物の高さ制限等、福岡

空港が周辺都市構造に及ぼしている制約に

ついての認識が必要です。

☆福岡空港は福岡都市圏の中心に位置し、都心に近接しているため、都心に向かうアクセスがそのまま空港アクセスとなっています。

☆福岡空港周辺には、博多港や高速道路のインターチェンジとの近接性も生かして、中枢都市機能を支える流通・生産機能が効率的に集

積しています。

★福岡空港が都市機能と密接に関わり合いながら立地している現状への認識が必要です。

☆福岡空港東部での市街地形成は比較的緩やかです。

☆航空法の規制により都心部の建築物の高さに制限を与えています。

★福岡空港が市街地形成、都市構造に与えている影響についての認識が必要です。

☆：現状　★：課題　

現状1　福岡都市圏の中心に位置し、都心に近接した福岡空港 
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4）都市構造と都市環境に及ぼしている影響
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2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

新幹線
JR在来線
私鉄
地下鉄
高速道路・都市高速道路
その他の主要な道路

福岡IC

太宰府IC

博多港

天神 博多 福岡
空港

0 20 40 60 80

札幌

仙台

東京

名古屋

大阪

広島

福岡

小倉

佐賀

成田空港79.2

中部空港39.0

関西空港51.4

新千歳空港47.2

仙台空港21.2

羽田空港20.0

名古屋空港13.0

伊丹空港13.3

広島空港41.6

福岡空港5.8

新北九州空港25

佐賀空港13.0

　都市計画における用途地域別で

見ると、空港周辺地域の多くは流通・

生産機能を担う準工業地域及び

工業地域として指定されています。

　しかしながら、都心周辺で比較的

低密度に利用されている空間も残

されており、現状においては、高さ

制限が都心機能の集積に必要な建

築容積の総量を制約しているとは

断定できません。

　福岡都市圏における市街地の拡

大をDID（人口集中）地区の変遷で

見てみると、福岡空港の東部にお

いては、西部や南西部と比較して市

街地形成が比較的緩やかでした。

　航空騒音等が住宅系の土地利用

には障害となる一方で、福岡空港、

博多港、高速道路等の広域的な交

通基盤が、都市高速道路や幹線道

路を介して福岡市内と密接に結び

ついているこの地域に、中枢都市

に不可欠な高次の流通・生産機能

の集積が期待されていることが分

かります。

現状3　福岡空港東部地区における市街地の形成

現状2　福岡空港周辺に集積する流通・生産機能

■福岡空港が都市構造に及ぼしている影響

■福岡都市計画総括図

■福岡都市圏におけるDID地区変遷図■福岡都市圏におけるDID地区変遷図

現状4　都心部の建築物への高さ制限

■福岡空港周辺の高さ制限

■天神・博多駅地区における街区ごとの現況容積率

■都心と空港との交通アクセス距離

各都市の公示地価最高点最寄駅から空港までの
公共交通機関利用での距離（km）
距離は「YAHOO路線情報」、新北九州空港推進協議会ＨＰより

〈企業等インタビュー〉
●福岡の場合、他都市では港湾

と空港近辺のそれぞれに置く

流通センターが一箇所で済む

ので、物流・人員配置の効率

がよくなっています。

（物流企業）

　航空法の規制により、空港周辺では建築物の高さが制限されています。その結果、博多駅周辺では空港標点+45m、天神地区では標点+

約70mまでのビルしか建てることができません。

資料）福岡市都市整備局情報システムより2002-2003年
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引き続き、
騒音低減の
努力が必要。

技術の向上と
機材の動向に
留意していく
ことが必要。

安全な空港のあ
り方を考えてい
くことが必要。

周辺対策による
生活への影響の
軽減が不可欠

発生源対策による
騒音低減が不可欠

大気汚染物質排出量の
一定割合は航空による

万一の事故の場合には
損害は大きい。

CO2
発生

大気への影響

SOx
発生

NOx
発生

ＰＭ
発生

大気汚染物質

地球環境への影響 都市環境への影響

空港にお
ける事故

新

↑

旧

新

↑

旧

中
型
・
小
型
機

大

型

機

B727-200

B737-500 (1995～)

｠A320 (1991～)

B767-300 (1987～)

(1969～1990)

B777-200 (1996～)

B747-400D (1990～)

B747-100SR (1979～)

内側から85、80、70dB（A）

着陸→ 離陸→

WECPNL値（加重等加平均感覚騒音レベル）
1日あたりの航空機騒音の大きさを表わすため、夕方の騒音は昼間の3倍、
夜間は10倍というように時間帯によって重みづけをし、換算した単位。

航空機騒音は
空港が地域に
もたらす影響の
中でも最も大きい

資料）2003年度版ANA環境報告書

83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03�（年）

WECPNL値

70

75

80

85

65

CO2：二酸化炭素　SOx：硫黄酸化物　NOx：窒素酸化物　ＰＭ：粒子状物質

発着回数
150,000
（回）

100,000

50,000
83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03�（年）

　空港における環境対策は、左記の

体系にそって国土交通省、自治体、独

立行政法人空港周辺整備機構、航空

会社等によって取り組まれています。

　騒音問題は引き続き生じて

います。但し、下記①～③の対

策によって、１機あたりの騒音

は減少しています。

　そのため、発着回数が大幅に

増加しているにもかかわらず、

機数や時間帯を考慮した航空

機騒音レベルは横ばいとなっ

ています。

①機材改良（低騒音型機の導入等）

　機材改良の結果、騒音の広がりが大

幅に軽減していることが分かります。

■空港環境対策の体系

空港環境対策

1.発生源対策

1.発生源対策

2.空港周辺対策

①航空機材の改良（低騒音型機の導入等）
②発着規制（夜間運航の規制等）
③運航方法の改善（騒音軽減運航方式）

福岡空港と都市環境

現状1
　福岡空港による航空機騒音問題

現状2
　福岡空港による大気への影響

現状3
　空港における航空機事故の発生

課題1
　航空機騒音の発生を低減するため、発生源

対策と周辺対策の継続が必要です。

課題2
　福岡空港周辺の大気への影響について配慮

していくことが必要です。

課題3
　安全な空港を大前提として福岡空港のあり

方を考えていくことが必要です。

☆航空機材の低騒音化や、騒音を軽減する離着陸方式など、発生源における騒音低減の努力がされておりますが、離着陸回数は増加する

ため、騒音問題が引き続き生じています。

☆防音工事や移転補償など、空港周辺対策によって生活への騒音影響を軽減する努力が続けられています。

★航空機騒音については、発生源対策と周辺対策により、航空機騒音の影響を低減する努力が必要です。

☆地球環境との関わりが深い二酸化炭素の排出について、航空機の割合は比較的小さくなっています。

☆都市環境との関わりが深い窒素酸化物、硫黄酸化物、粒子状物質等の大気汚染物質については、概ね環境基準を満たしています。また、

航空機より自動車の影響が大きいと考えられます。

☆環境への影響としては、自動車の影響が大きいことが分かります。

★地球環境・周辺環境への影響をより削減するよう配慮していくことが必要です。

☆福岡空港周辺には多くの住民が生活しています。

★事故が起こった場合の被害は大きく、運航の安全をより高める努力が必要です。

☆：現状　★：課題　

現状1　福岡空港による航空機騒音問題

■航空・空港と環境との関わり

資料）国土交通省大阪航空局
　　　「騒音調査年報」、
　　　「福岡空港事務所30年誌」

資料）国土交通省
　　　「航空輸送統計年報」

資料）国土交通省大阪航空局「騒音調査年報」、
　　　福岡市環境局「ふくおかの環境」

■1機あたりの騒音の推移

■発着回数

■航空機騒音レベルの推移

②利用時間

　福岡空港は24時間運用されている空港ですが、実際の利用時間は07：00～22：00の15時間となっています。

■等縮尺で比較した各機種の騒音コンター図

83

94
dB(A)

92

90

88

86

84

82

80
84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03�（年）

筥松小学校 着陸 離陸
大野北小学校 着陸 離陸
仲島公民館 着陸 離陸

筥松小学校

大野北小学校

仲島公民館

箱崎６丁目

原田2丁目
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月隈６丁目

麦野1丁目

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題



III 福岡空港の現状と課題 III福岡空港の現状と課題

082 083III-2-4 III-2-4

2.　地域の視点から見た福岡空港2.　地域の視点から見た福岡空港

筥松小学校筥松小学校

大野北小学校大野北小学校

仲島公民館仲島公民館

箱崎６丁目箱崎６丁目

原田2丁目原田2丁目

二又瀬新町1二又瀬新町1

東平尾2丁目東平尾2丁目

月隈６丁目月隈６丁目

麦野1丁目麦野1丁目

区　　域 第一種区域 第二種区域

当初告示

最終告示

主な対策

面　　積

空港面積

1974年8月31日1974年8月31日

1979年7月10日1982年3月30日

2,048ha

353ha

298ha

1974年8月31日

82ha

●移転補償
　（航空機騒音の被害が

ない地域への移転を希
望する人の土地、建物
を国が買い取る制度）

●移転補償で生じた空き
地を利用し、騒音の影
響が少ない施設（スー
パーや公園、駐車場や
倉庫など）の整備など

●空港にごく近く、
騒音が最も激し
い区域であり、周
囲への騒音被害
を軽減するため、
植物を植えた緩
衝緑地帯の整備
など。

●住宅の防音工事など

第三種区域

アメリカ
24％

自動車
19％

航空1％

内航海運1％
鉄道1％

産業
57％

その他の国
33％

ロシア6％
日本5％
インド4％ドイツ3％

イギリス2％
カナダ2％

韓国2％
イタリア2％
フランス2％
メキシコ2％

家庭部門
13％

その他
8％

中国
13％

全国2001年度 合計12億1,370万トン

福岡市1997年度　合計7,375トン

福岡市1997年度　合計872トン

航空機
19％

自動車
52％

船舶4％

一般家庭7％
その他4％

工場・事業場
14％

航空4％

自動車
64％

船舶4％

一般家庭3％

その他
16％

工場・事業場
9％

0.00
原
小
学
校
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２
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目
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野
島
小
学
校
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校

空
港
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空
港
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香
住
ヶ
丘

0.02

0.04

0.06
（mg/m3）

環境基準値：日平均0.10mg/m3以下であること

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年

　　　　　　 　　   　　　　　　 図表4-10 世界の二酸化炭素排出量  図表4-11 全国の二酸化炭素排出源

　地球環境との関わりについて、

代表的な温室効果ガスである

二酸化炭素（CO2）について見

てみました。

　全国における排出量の１％

が航空輸送によって排出され

ています。なお、二酸化炭素の

影響は広域的視点で見る必要

があります。

■世界の二酸化炭素排出量（2000年）

　粒子状物質（PM）は、高濃度になると呼吸器に悪い影響を与える物質です。福岡市における排出量の４％が航空機によると推計されて

いますが、環境基準値を下回っています。

■福岡市内における 粒子状物質排出源 ■福岡市における浮遊粒子状物質濃度

■全国の二酸化炭素排出源

2.空港周辺対策

現状２　福岡空港による大気への影響

低フラップ角着陸方式

（Reduced Flap Setting）

　航空機騒音を軽減するための運

行方式のひとつで、航空機が着陸す

る際に適用されます。滑走路の距離

が長く十分に余裕がある場合に、浅

いフラップ角のままで着陸する方式

です。機体の空気抵抗が減少する分、

エンジンの出力を減少させることが

でき、その結果、地上に到達する騒

音量も減少させることができます。

ディレイドフラップ進入

方式（Delayed Flap ）

　脚下げ及びフラップ

下げ操作をなるべく遅く

して機体の空気抵抗を

少なくし、エンジンの必

要推力を減少させること

によって騒音軽減を図り

ます。

急上昇方式（Steepest Climb）

　通常より高い高度(1,500m前後)まで離陸上昇を継続し、高騒音

を極力空港地域内に納めるとともに、居住地域での高度を確保し騒

音を抑制します。

③運航方法の改善（騒音軽減運航方式）

　福岡空港では、次のような離着陸方式によって騒音の低減が図られています。

資料）国土交通省「運輸部門の地球温暖化対策について」資料）DECD/IEA CO2 Emissions from Fuel Combustion

　都市環境との関わりが深い窒素酸化物について、

福岡市では上空で生じるものを含めると19％は

航空機によると推計されます。

　なお、硫黄酸化物の濃度は環境基準値を下回っ

ています。

　地上での濃度を見ると、ほぼ環境基準値以下であることが分かります。航空の影響

は自動車や産業活動によるものと明確に区別はできませんが、主要道路沿いや都心

部において、二酸化窒素が高い濃度で分布しており、航空機よりも自動車の影響が大

きいと考えられます。

■二酸化窒素分布状況（計算値）
■福岡市内における窒素酸化物排出源

資料）第二次福岡市自動車交通公害防止計画

上空で排出するものを含む
資料）第二次福岡市自動車交通公害防止計画 資料）福岡市環境局「移動環境測定車による環境濃度等の測定結果」資料）国土交通省福岡空港パンフレット

　発生源対策によっても、一定以上の騒音が生じる地域に対しては「公共用飛行場周辺における航空機

騒音による障害の防止等に関する法律」によって、騒音の程度別に対策がとられています。

　福岡空港の騒音対策区域は2,048haに及んでおり、国では空港整備特別会計から福岡空港の環境対

策事業費として約70億円（H16年度）が支出されています。

資料）福岡空港事務所「福岡空港の概要」
　　　福岡空港周辺環境対策モデル広報事業検討委員会「福岡空港の周辺環境対策」

■急上昇方式

■騒音対策区域と施策

■福岡空港の騒音対策区域

単位：ppm
1996年度における濃度計算値
▲：最大着地濃度地点（0.035ppm）
環境基準値：日平均0.04～0.06ppmのゾーン以下であること
計算点高さ：地上1.5m
資料）福岡市港湾局「平成12年度港湾計画改訂に伴う大気予測」

第一種区域
WECPNL
75以上

第二種区域
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19811982198319841985198619871988198919901991199219931994199519961997199819992000

0.250

0.200

0.150

0.100

0.050

0.000

発生日

1968.6.2

1982.2.9

1994.4.26

1996.6.13

2003.7.11

福岡空港

羽田空港

名古屋空港

福岡空港

宮崎空港

空港名 機体の所属 機材 事故地点 事故の概要 死者数

米軍

日本航空（株）

中華航空公司

ガルーダ・インドネシア航空

独立行政法人　航空大学

F4ファントム

DC-8-61

A300B4-622R

DC-10-30

ビーチクラフトA36

3

24

264

3

3

東区箱崎九州大学

滑走路300m手前の海上

名古屋空港

福岡空港

宮崎空港周辺の水田

夜間着陸訓練中、福岡市箱崎、九州大学に建設中の
大型電算機センタービルに墜落。

着陸進入中、滑走路手前300mの海上に墜落。

宮崎空港に向かって飛行中にエンジンが停止。不時
着間際に主翼が電柱に衝突し水田に墜落。

離陸滑走中に離陸を中断しオーバーラン。滑走路南
端から約620ｍ離れた緩衝緑地内で大破、炎上。

名古屋空港への着陸のため進入中、失速し、着陸帯
内に墜落、炎上。

　都市内空港の問題点として、万一事故が起こった場合の被害の大きさがあげられます。

　今後の福岡空港のあり方については、空港の安全を検討の大前提として、考えていく必要があります。

■１億旅客キロ当たり死亡事故件数

■国内における空港周辺での主な航空死亡事故

現状３　空港における航空機事故の発生

資料）ICAO統計

資料）国土交通省 航空・鉄道事故調査委員会資料を基にＵＦＪ総研まとめ 

地域の視点から見た福岡空港の現状と課題のまとめ

検討テーマ１〈東アジアの中の福岡空港〉

●国際的な社会情勢の中で九州経済の東アジア重視が進んでいます。
　⇒今後、九州経済は東アジアを重視した国際展開を進めていく必要があり、それを支える国際交流基盤（空港）の

さらなる機能強化が必要です。
●九州、福岡では東アジアを中心とする幅広い交流が根づいてきました。
　⇒今後、九州地域が主体を持って、東アジアとの交流を更に進めていく必要があり、東アジアとの交流の窓口とな

るためには、国際航空ネットワークの充実が必要です。
●東アジアの経済成長や国際分業などによってモノの交流が活発化しています。
　⇒今後、九州経済の発展のためには、東アジアとの多様なモノの交流をさらに展開していく必要があり、特に、九

州・福岡の国際交流拠点である福岡空港の機能強化が必要です。
●東アジアにおける高速交通体系の進展は人やモノの付加価値の高い交流を促進しています。
　⇒今後、増大する人やモノの交流を支え、日本、東アジアにおける地域間競争に対応するためには、地域の高速交

通体系をさらに充実させる必要があり、特に九州・福岡の国際交流拠点である福岡空港の機能強化が必要です。

●福岡空港と地域の現状
⇒福岡空港と地域の課題

検討テーマ2〈九州の中枢都市機能を支える福岡空港〉

●九州の中枢都市機能を持つ福岡は、三大都市圏に次いで拠点性が高まっています。
　⇒今後、少子高齢化や地方分権の流れの中で福岡は九州経済のけん引役として他の大都市圏との競争を高める

必要があり、そのためには、福岡が持つ高次都市機能の活用と全国的なネットワークの維持発展が必要です。
●産業経済、観光、文化等を通じた幅広い交流が進んでいます。
　⇒今後、九州の自立的発展のためには、福岡の拠点性の向上と高密度の国内航空ネットワークの充実と活用が必

要です。
●地域の産業基盤や市民生活を支える多様なモノの交流が進んでいます。
　⇒今後、多様化・高付加価値化する国内物流に対応していくためには、福岡が持つ国内航空ネットワークの充実と

活用が必要です。
●幅広い交通ネットワークが相互に連携し、人やモノの交流を支えています。
　⇒今後、九州の自立的発展と福岡の拠点性の向上に対応するためには、充実した地域内交通体系と連携しながら

増大する国内航空需要への対応と多様化するニーズへの対応が必要です。

検討テーマ3〈福岡空港と空港周辺地域〉

●地域は空港とともに歩んできました。
　⇒地域とともに歩んできた福岡空港の歴史への理解が必要です。
●福岡空港は地域経済と市民生活に大きく貢献しています。
　⇒福岡空港が地域経済の発展と豊かな市民生活を支えていることを再認識する必要があります。
●都市構造に大きな影響を及ぼしています。
　⇒空港の存在が都市構造と密接に関係することを踏まえ、空港のあり方を検討することが必要です。
●都市環境に大きな影響を及ぼしています。
　⇒都市環境に与えている影響と、その動向に注意しながら、空港のあり方を検討する必要があります。
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